
広報さいじょう　2013　１月号1

剣道日本一、世界一にも輝いた
宮崎正裕先生による剣道教室
　　　　（関連記事27ページ）

剣道日本一、世界一にも輝いた
宮崎正裕先生による剣道教室
　　　　（関連記事27ページ）

2012年を振り返って　西条市の主な出来事2012年を振り返って　西条市の主な出来事
新年のごあいさつ新年のごあいさつ

栄典受章、各種表彰・入賞者の紹介etc栄典受章、各種表彰・入賞者の紹介etc
西条秋まつり写真コンテスト入賞作品紹介
十河信二記念館・四国鉄道文化館開館５周年記念
シンポジウム開催報告etc

西条秋まつり写真コンテスト入賞作品紹介
十河信二記念館・四国鉄道文化館開館５周年記念
シンポジウム開催報告etc
公的年金等の申告相談会etc公的年金等の申告相談会etc
第８回西条市公民館フェスティバル第８回西条市公民館フェスティバル



平
成
二
十
五
年
元
旦

平
成
二
十
五
年
元
旦

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
元
旦

　
　
　

西
条
市
議
会
議
員
一
同

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
元
旦

　
　
　

西
条
市
議
会
議
員
一
同



平
成
二
十
五
年
元
旦

平
成
二
十
五
年
元
旦

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
元
旦

　
　
　

西
条
市
議
会
議
員
一
同

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
元
旦

　
　
　

西
条
市
議
会
議
員
一
同



２月４月６月 ５月７月

８
日　

ア
イ
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

９
日　

市
職
員
を
外
務
省
で
の
実
務
研
修
を
経
て
、
中
国
の
在
外
公
館

　
　

へ
外
交
官
と
し
て
派
遣

10
〜
16
日　

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
内
の
百
貨
店
な
ど
で
、
市
特
産
の
あ

　
　

ん
ぽ
柿
を
Ｐ
Ｒ

14
日　

丹
原
図
書
館
の
来
館
者
10
万
人
達
成

15
日　

第
７
回
西
条
市
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

18
日　

首
相
官
邸
で
「
西
条
農
業
革
新
都
市
総
合
特
区
」
指
定
書
授
与

　
　

式

26
日　

ふ
る
さ
と
大
学
「
伊
予
塾
」
で
、
在
中
国
日
本
国
大
使
館
公
使

　
　

山
﨑
和
之
氏
が
講
演

１
日　

中
村
芳
夫
・
日
本
経
団
連
副
会
長
が
、
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」

　
　

を
視
察

３
日　

第
12
回
西
条
市
立
て
干
し
網

16
〜
17
日　

国
際
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー
の
東
秀
磯
氏
ら
に
よ
る
山
岳
競
技

　
　

（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
体
験
教
室

18
〜
25
日　

ア
メ
リ
カ
・
メ
ノ
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ル
ズ
高
校
よ
り
生
徒
・

　
　

教
師
ら
が
当
市
を
訪
問

22
日　

市
議
会
本
会
議
最
終
日
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
え
ひ
め
国
体
を
Ｐ
Ｒ

24
日　

平
田
オ
リ
ザ
氏
講
演
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
）

30
日　

鈴
木
正
徳
・
中
小
企
業
庁
長
官
と
西
条
・
新
居
浜
・
四
国
中
央

　
　

市
の
企
業
経
営
者
ら
を
招
き
「
え
ひ
め
東
予
未
来
会
議
」
開
催

１
日　

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
開
所
・
診
療
開
始

１
日　

小
中
学
生
入
院
医
療
費
助
成
事
業
開
始

２
日
〜　

市
関
連
施
設
で
夏
季
節
電
対
策
を
実
施

２
〜
５
日　

ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
の
ト
ゥ
ア
ン
副
市
長
を
は
じ
め
と
す

　
　

る
研
修
団
が
当
市
を
訪
問

６
〜
８
日　

２
０
１
２
Ｖ
・
サ
マ
ー
リ
ー
グ
１
次
リ
ー
グ
西
部
女
子
大

　
　

会
を
開
催

12
日　

中
国
・
保
定
市
河
北
大
学
日
本
課
学
科
代
表
団
表
敬
訪
問

14
日　

元
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
中
川
善
雄
氏
ら
に
よ

　
　

る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
体
験
教
室

14
日
〜　

岡
山
大
学
医
学
部
硬
式
テ
ニ
ス
部
を
皮
切
り
に
、
17
チ
ー
ム

　
　

が
夏
季
合
宿

15
〜
17
日　

早
稲
田
大
学
の
鳥
越
研
究
室
が
ゼ
ミ
合
宿

４
日　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
監
督
の
佐
々
木
則
夫
サ
ッ
カ
ー
教
室

４
日　

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
Ｈ
Ｃ
名
古
屋
（
女
子
）
に
よ
る

　
　

ハ
ン
ド
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ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会

５
日　
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平
成
23
年
度
）

５
日　

第
36
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
愛
媛
大
会
（
女
子
）

８
日　

東
京
都
港
区
と
「
連
携
自
治
体
の
木
材
を
港
区
で
利
用
促
進
を

　
　

図
る
協
定
」
を
締
結

８
日　

第
３
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
23
年
度
）

12
日　

市
民
の
森
「
梅
ま
つ
り
」

13
〜
17
日　

市
訪
越
団
が
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
ほ
か
３
都
市
を
訪
問

14
〜
15
日　

玉
津
・
丹
原
・
徳
田
・
田
滝
・
田
野
・
中
川
の
各
小
学
校

　
　

４
年
生
を
対
象
に
髙
野
進
氏
の
授
業
夢
プ
ラ
ン
事
業
を
実
施

16
日　

当
市
が
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
愛
媛
県
本
部
長
（
県
知

　
　

事
）
よ
り
交
通
安
全
対
策
優
良
市
町
表
彰
を
受
賞

17
日
〜　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
硬
式
野
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部
を
皮
切
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に
、
13
チ
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が
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内
で
春
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宿
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日　
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ス
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レ
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フ
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上
武
司
氏
を
招
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、
旬
彩
ト
ー
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ョ
ー
を
開
催

３
〜
４
日　

椿
一
輪
展

11
日　

西
条
市
民
元
気
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

12
日　

東
予
東
中
学
校
が
第
４
回
地
産
地
消
給
食
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ

　
　

ス
ト
で
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
受
賞

17
日　

第
１
回
未
来
都
市
推
進
会
議
お
よ
び
第
６
回
総
合
食
料
産
業
技

　
　

術
懇
談
会
合
同
会
議

18
日　

消
防
観
閲
式

20
日　

い
の
ち
の
森
づ
く
り
in
ふ
な
や

24
日　

日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
選
手
６
人
に
よ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

26
日　

大
町
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱

　
　

西
条
地
区
が
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
応
援
協
定
」
締
結

９
日　

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
の
客
員
教
授
ら
が
当
市
を
訪
問

23
日　

西
条
図
書
館
と
西
条
東
中
学
校
が
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
実
践

　
　

に
優
れ
た
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

26
日　

東
京
都
・
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
の
ヨ
ロ
イ
ヅ
カ
フ
ァ
ー
ム
・
ト
ー
キ

　
　

ョ
ー
で
「
て
い
ず
い
ロ
ー
ル
」
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
を
発
売

29
日　

第
12
回
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

29
日　

第
８
回
健
康
ふ
れ
愛
＆
第
８
回
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１
日　

東
部
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
開
始

５
日　

四
国
の
祭
り
２
０
１
２
（
高
松
市
）
に
、
だ
ん
じ
り
５
台
出
場

18
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
そ
れ
い
け
！
民
謡
う
た
祭
り
」
の
公
開
録
画

19
日　

福
島
県
相
馬
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

19
日　

港
湾
フ
ォ
ー
ラ
ム

20
日　

石
鎚
山
系
元
気
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

21
日　

県
内
で
は
７
６
７
年
ぶ
り
と
な
る
金
環
日
食
を
観
測

21
日　

西
予
市
出
身
の
元
関
脇
・
玉
春
日
の
片
男
波
親
方
が
西
条
図
書

　
　

館
で
講
演
会

27
日　

第
６
回
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１月

▲第３回子ども防災サミット（平成23年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２月８日）
　市内全小学校の６年生が総合文化会館に集い、楠河・田滝・吉
井・玉津の各小学校の児童たちから、地震による津波等からの身
の守り方や、避難所となる学校で自分たちにできることなどにつ
いて実践発表がありました。また、パネルディスカッションでは
多くの意見交換がなされ、最後にサミット宣言を採択しました。

▲なでしこジャパン
　監督の佐々木則夫
　サッカー教室
　　　　　　　（２月４日）

　なでしこジャパンをＦＩ
ＦＡ女子ワールドカップド
イツ大会で優勝、ロンドン
オリンピックでは銀メダル
に導いた佐々木監督を講師
に、ビバ・スポルティアＳ
ＡＩＪＯで次世代育成支援
スポーツ事業「佐々木則夫
サッカー教室」を開催しま
した。

主
な
出
来
事

３月

▲第12回産業文化フェスティバル・第８回健康ふれ愛
　＆第８回福祉フェスティバル　　　　　　（４月29日）
　メインステージでのダンスをはじめ、ミニＳＬ乗車会、野菜ソ
ムリエによる西条産野菜を使ったスープのサービス、ものづくり
体験教室などの催しが行われ、総合福祉センターでは、機器を使
った健康度チェックや各種のボランティア体験、チャリティーバ
ザーなどが開催されました。

▲いのちの森づくり in ふなや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３月20日）
　当時、船屋地区に整備中であった東部一般廃棄物最終処分場で
開催した植樹イベントには、750人を越える市民の皆さんが参加
しました。
　世界各地で「広葉樹を植えて防災に役立てよう」と呼びかけて
いる、横浜国立大学の宮脇昭名誉教授のご指導のもと、シイ・タ
ブ・カシなど24種類５千本の苗木が植え付けられました。

▲2012Ｖ・サマーリーグ１次リーグ西部女子大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月６～８日）
　四国では初めてとなる大会が、総合体育館で３日間にわたり開
催されました。会場を訪れた皆さんは、トップ選手のパワフルで
躍動感あふれるプレーの連続に大興奮。また、小・中学生対象の
バレーボール教室も行われ、最高のお手本である現役選手から直
接指導を受けられる、またとない機会となりました。

▲休日夜間急患センター開所・診療開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月１日）
　これまでの在宅当番医制に代わり、当市の１次救急医療を担う
休日夜間急患センターが開所し、診療を開始しました。この施設
は、市民の皆さんの利便性の向上や医師の負担軽減を図るために
整備したもので、休日や夜間において、入院や手術を必要としな
い比較的症状が軽い方を対象とした医療施設です。

▲東部一般廃棄物最終
　処分場の受入開始
　　　　　　　（５月１日）
　東部一般廃棄物最終処分
場が完成し、受け入れを開
始しました。浸出水の漏れ
ない構造で、埋立地内で発
生した浸出水を建屋内で集
水、浄化し、埋立物を安定
化させ、防塵のため散水に
使用する環境に配慮したク
ローズド型の施設です。

▲経団連の
　中村芳夫副会長が
「西条農業革新都市」
　を視察
　　　　　　　（６月１日）
　「西条農業革新都市」の
進ちょく状況を確認するた
めに来西されました。
　当日は、神戸地区のほ場
とパッキングセンターを視
察した後、市役所で意見交
換を行いました。

▲ＮＨＫテレビ番組
「それいけ！民謡うた
　祭り」公開録画
　　　　　　　（５月18日）
　総合文化会館で行われた
公開録画は、出演者の皆さ
んが披露する四国地方の民
謡と特別参加の地元の皆さ
んの踊りが、会場を大いに
盛り上げていました。

▲第12回
　西条市立て干し網
　　　　　　　（６月３日）
　開始の合図で参加者が一
斉に海に駆け出す「立て干
し網」。ハマチやタイ、ア
サリを捕ったり、仮設プー
ルでアジを捕まえたりして
子どもから大人まで楽しめ
る催しとなりました。
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を
訪
問

６
〜
８
日　

２
０
１
２
Ｖ
・
サ
マ
ー
リ
ー
グ
１
次
リ
ー
グ
西
部
女
子
大

　
　

会
を
開
催

12
日　

中
国
・
保
定
市
河
北
大
学
日
本
課
学
科
代
表
団
表
敬
訪
問

14
日　

元
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
中
川
善
雄
氏
ら
に
よ

　
　

る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
体
験
教
室

14
日
〜　

岡
山
大
学
医
学
部
硬
式
テ
ニ
ス
部
を
皮
切
り
に
、
17
チ
ー
ム

　
　

が
夏
季
合
宿

15
〜
17
日　

早
稲
田
大
学
の
鳥
越
研
究
室
が
ゼ
ミ
合
宿

４
日　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
監
督
の
佐
々
木
則
夫
サ
ッ
カ
ー
教
室

４
日　

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
Ｈ
Ｃ
名
古
屋
（
女
子
）
に
よ
る

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会

５
日　

防
災
士
連
絡
協
議
会
総
会
・
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
度
）

５
日　

第
36
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
愛
媛
大
会
（
女
子
）

８
日　

東
京
都
港
区
と
「
連
携
自
治
体
の
木
材
を
港
区
で
利
用
促
進
を

　
　

図
る
協
定
」
を
締
結

８
日　

第
３
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
23
年
度
）

12
日　

市
民
の
森
「
梅
ま
つ
り
」

13
〜
17
日　

市
訪
越
団
が
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
ほ
か
３
都
市
を
訪
問

14
〜
15
日　

玉
津
・
丹
原
・
徳
田
・
田
滝
・
田
野
・
中
川
の
各
小
学
校

　
　

４
年
生
を
対
象
に
髙
野
進
氏
の
授
業
夢
プ
ラ
ン
事
業
を
実
施

16
日　

当
市
が
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
愛
媛
県
本
部
長
（
県
知

　
　

事
）
よ
り
交
通
安
全
対
策
優
良
市
町
表
彰
を
受
賞

17
日
〜　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
硬
式
野
球
部
を
皮
切
り
に
、
13
チ
ー
ム
が
市

　
　

内
で
春
季
合
宿

18
日　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
赤
井
稚
佳
氏
と
フ
ー
ド
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
門

　
　

上
武
司
氏
を
招
き
、
旬
彩
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

３
〜
４
日　

椿
一
輪
展

11
日　

西
条
市
民
元
気
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

12
日　

東
予
東
中
学
校
が
第
４
回
地
産
地
消
給
食
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ

　
　

ス
ト
で
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
受
賞

17
日　

第
１
回
未
来
都
市
推
進
会
議
お
よ
び
第
６
回
総
合
食
料
産
業
技

　
　

術
懇
談
会
合
同
会
議

18
日　

消
防
観
閲
式

20
日　

い
の
ち
の
森
づ
く
り
in
ふ
な
や

24
日　

日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
選
手
６
人
に
よ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

26
日　

大
町
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱

　
　

西
条
地
区
が
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
応
援
協
定
」
締
結

９
日　

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
の
客
員
教
授
ら
が
当
市
を
訪
問

23
日　

西
条
図
書
館
と
西
条
東
中
学
校
が
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
実
践

　
　

に
優
れ
た
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

26
日　

東
京
都
・
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
の
ヨ
ロ
イ
ヅ
カ
フ
ァ
ー
ム
・
ト
ー
キ

　
　

ョ
ー
で
「
て
い
ず
い
ロ
ー
ル
」
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
を
発
売

29
日　

第
12
回
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

29
日　

第
８
回
健
康
ふ
れ
愛
＆
第
８
回
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１
日　

東
部
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
開
始

５
日　

四
国
の
祭
り
２
０
１
２
（
高
松
市
）
に
、
だ
ん
じ
り
５
台
出
場

18
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
そ
れ
い
け
！
民
謡
う
た
祭
り
」
の
公
開
録
画

19
日　

福
島
県
相
馬
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

19
日　

港
湾
フ
ォ
ー
ラ
ム

20
日　

石
鎚
山
系
元
気
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

21
日　

県
内
で
は
７
６
７
年
ぶ
り
と
な
る
金
環
日
食
を
観
測

21
日　

西
予
市
出
身
の
元
関
脇
・
玉
春
日
の
片
男
波
親
方
が
西
条
図
書

　
　

館
で
講
演
会

27
日　

第
６
回
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１月

▲第３回子ども防災サミット（平成23年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２月８日）
　市内全小学校の６年生が総合文化会館に集い、楠河・田滝・吉
井・玉津の各小学校の児童たちから、地震による津波等からの身
の守り方や、避難所となる学校で自分たちにできることなどにつ
いて実践発表がありました。また、パネルディスカッションでは
多くの意見交換がなされ、最後にサミット宣言を採択しました。

▲なでしこジャパン
　監督の佐々木則夫
　サッカー教室
　　　　　　　（２月４日）

　なでしこジャパンをＦＩ
ＦＡ女子ワールドカップド
イツ大会で優勝、ロンドン
オリンピックでは銀メダル
に導いた佐々木監督を講師
に、ビバ・スポルティアＳ
ＡＩＪＯで次世代育成支援
スポーツ事業「佐々木則夫
サッカー教室」を開催しま
した。

主
な
出
来
事

３月

▲第12回産業文化フェスティバル・第８回健康ふれ愛
　＆第８回福祉フェスティバル　　　　　　（４月29日）
　メインステージでのダンスをはじめ、ミニＳＬ乗車会、野菜ソ
ムリエによる西条産野菜を使ったスープのサービス、ものづくり
体験教室などの催しが行われ、総合福祉センターでは、機器を使
った健康度チェックや各種のボランティア体験、チャリティーバ
ザーなどが開催されました。

▲いのちの森づくり in ふなや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３月20日）
　当時、船屋地区に整備中であった東部一般廃棄物最終処分場で
開催した植樹イベントには、750人を越える市民の皆さんが参加
しました。
　世界各地で「広葉樹を植えて防災に役立てよう」と呼びかけて
いる、横浜国立大学の宮脇昭名誉教授のご指導のもと、シイ・タ
ブ・カシなど24種類５千本の苗木が植え付けられました。

▲2012Ｖ・サマーリーグ１次リーグ西部女子大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月６～８日）
　四国では初めてとなる大会が、総合体育館で３日間にわたり開
催されました。会場を訪れた皆さんは、トップ選手のパワフルで
躍動感あふれるプレーの連続に大興奮。また、小・中学生対象の
バレーボール教室も行われ、最高のお手本である現役選手から直
接指導を受けられる、またとない機会となりました。

▲休日夜間急患センター開所・診療開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月１日）
　これまでの在宅当番医制に代わり、当市の１次救急医療を担う
休日夜間急患センターが開所し、診療を開始しました。この施設
は、市民の皆さんの利便性の向上や医師の負担軽減を図るために
整備したもので、休日や夜間において、入院や手術を必要としな
い比較的症状が軽い方を対象とした医療施設です。

▲東部一般廃棄物最終
　処分場の受入開始
　　　　　　　（５月１日）
　東部一般廃棄物最終処分
場が完成し、受け入れを開
始しました。浸出水の漏れ
ない構造で、埋立地内で発
生した浸出水を建屋内で集
水、浄化し、埋立物を安定
化させ、防塵のため散水に
使用する環境に配慮したク
ローズド型の施設です。

▲経団連の
　中村芳夫副会長が
「西条農業革新都市」
　を視察
　　　　　　　（６月１日）
　「西条農業革新都市」の
進ちょく状況を確認するた
めに来西されました。
　当日は、神戸地区のほ場
とパッキングセンターを視
察した後、市役所で意見交
換を行いました。

▲ＮＨＫテレビ番組
「それいけ！民謡うた
　祭り」公開録画
　　　　　　　（５月18日）
　総合文化会館で行われた
公開録画は、出演者の皆さ
んが披露する四国地方の民
謡と特別参加の地元の皆さ
んの踊りが、会場を大いに
盛り上げていました。

▲第12回
　西条市立て干し網
　　　　　　　（６月３日）
　開始の合図で参加者が一
斉に海に駆け出す「立て干
し網」。ハマチやタイ、ア
サリを捕ったり、仮設プー
ルでアジを捕まえたりして
子どもから大人まで楽しめ
る催しとなりました。
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10月 ８月

１
〜
２
日　

ベ
ト
ナ
ム
の
防
災
教
育
行
政
担
当
者
ら
が
当
市
を
訪
問

４
日　

お
か
げ
ん
祭
市
民
花
火
大
会

５
〜
７
日　

丹
原
七
夕
夏
ま
つ
り

８
〜
９
日　

子
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ

８
日　

12
歳
教
育
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
「
森
は
と
も
だ
ち
」
推
進

　
　

事
業
で
、
市
内
各
中
学
校
の
代
表
生
徒
が
研
修

12
日　

荒
賀
正
孝
空
手
道
教
室

９
〜
12
日　

大
保
木
・
壬
生
川
公
民
館
で
福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
を
招

　
　

い
て
思
い
出
作
り

17
日　

市
民
納
涼
花
火
大
会

19
日　

２
０
１
２
夏
彩
祭
in
壬
生
川

19
日　

総
合
防
災
訓
練
（
東
消
防
署
管
内
）

25
日　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
競
技
力
向
上
講
習
会

25
日　

伊
藤
五
百
亀
顕
彰
講
演
会

26
日　

総
合
防
災
訓
練
（
西
消
防
署
管
内
）

27
日
〜
９
日
２
日　

防
災
教
育
支
援
の
た
め
、
当
市
消
防
団
員
や
防
災

　
　

士
な
ど
が
フ
エ
市
を
訪
問

27
日
〜
31
日　

第
16
回
地
域
審
議
会
（
各
地
域
別
）
開
催

１
日　

西
条
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
正
式
に
運
用
開
始

１
日　

東
消
防
署
橘
出
張
所
開
設

１
日
〜　

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
西
条
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
掲
出

８
日　

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
硬
式
野
球
教
室

12
日　

湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
in
さ
い
じ
ょ
う
に
秋
篠
宮
さ

　
　

ま
ご
臨
席

14
日　

ぽ
っ
ぽ
橋
（
市
道
・
伊
予
西
条
駅
自
由
通
路
南
北
線
）
開
通

21
日　

第
11
回
西
条
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

27
〜
28
日　

第
64
回
西
条
地
域
文
化
祭

28
日　

第
７
回
西
条
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

28
日　

関
西
国
際
空
港
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
フ
ェ
ス

　
　

タ
に
お
い
て
西
条
の
特
産
品
を
P
R
販
売

29
日　

四
国
に
お
け
る
フ
ェ
リ
ー
輸
送
の
競
争
力
強
化
に
関
す
る
検
討

　
　

会

12月

１
日　

モ
ハ
マ
ド
・
イ
ズ
ワ
ン
・
ビ
ン
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
バ
ド
ミ
ン
ト

　
　

ン
教
室

２
日　

丹
原
町
産
業
ま
つ
り

３
日
〜　

市
関
連
施
設
で
冬
季
節
電
対
策
を
実
施

９
日　

宮
崎
正
裕
剣
道
教
室

22
日　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
競
技
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

23
日　

ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
石
鎚

11月

２
日　

田
滝
集
落
が
平
成
24
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
農
林

　
　

水
産
大
臣
賞
を
受
賞

３
日　

岡
田
克
也
副
総
理（
当
時
）が「
西
条
農
業
革
新
都
市
」を
視
察

３
日　

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い
（
西
条
会
場
）

３
〜
４
日　

第
32
回
東
予
地
域
文
化
祭

４
日　

東
予
地
区
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り

４
日　

全
国
高
校
駅
伝
愛
媛
県
予
選

４
日　

第
８
回
西
条
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

10
日　

西
条
図
書
館
の
来
館
者
１
５
０
万
人
達
成

10
〜
11
日　

第
55
回
西
条
市
産
業
祭

10
〜
11
日　

第
33
回
小
松
地
域
文
化
祭

15
日　

神
拝
小
学
校
が
学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

18
日　

西
条
市
長
選
挙

23
日　

「
椿
」
・
千
年
の
森
づ
く
り
植
樹

23
日　

愛
媛
中
学
駅
伝

25
日　

髙
野
進
陸
上
競
技
教
室

25
日　

西
条
市
民
元
気
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

26
日　

小
松
・
石
根
・
飯
岡
・
神
戸
の
各
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
し

　
　

た
、
髙
野
進
氏
の
授
業
夢
プ
ラ
ン
事
業
を
実
施

28
日　

青
野
勝
市
長
初
登
庁
・
就
任
式

28
日　

十
河
信
二
記
念
館
・
四
国
鉄
道
文
化
館
開
館
５
周
年
記
念
シ
ン

　
　

ポ
ジ
ウ
ム
・
企
画
展
示

29
日　

地
域
審
議
会
合
同
会
議

16
日　

第
38
回
西
条
市
研
修
の
船
で
小
中
学
生
が
海
上
見
学

24
日　

中
国
・
上
海
交
通
大
学
が
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」
を
視
察

26
日　

第
１
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
24
年
度
）

27
日　

香
川
高
等
専
門
学
校
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

27
日　

西
条
市
防
災
対
策
研
究
協
議
会
を
設
立

28
〜
29
日　

小
松
町
ふ
る
さ
と
祭
り

29
日　

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
西
条

29
日　

防
災
士
連
絡
協
議
会
総
会
・
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
24
年
度
）

30
日
〜
８
日
５
日　

松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
で
だ
ん
じ
り
２
台
展
示
・

　
　

物
産
展
開
催

31
日　

市
内
各
所
で
空
間
放
射
線
量
測
定
を
開
始

７月

２
日　

第
８
回
市
民
総
合
体
育
大
会

９
日　

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い
（
丹
原
会
場
）
で
人
権
啓
発
劇

　
　

「
出
発
（
た
び
だ
ち
）
」
を
上
演

19
日　

西
条
警
察
署
、
西
条
西
警
察
署
、
市
内
高
校
、
市
教
育
委
員
会

　
　

が
「
さ
い
じ
ょ
う
児
童
・
生
徒
及
び
西
条
地
区
五
高
校
の
生
徒
に

　
　

か
か
る
自
転
車
の
交
通
違
反
情
報
学
校
連
絡
制
度
協
定
」
締
結

22
日　

窪
田
夕
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

23
日　

大
阪
・
心
斎
橋
で
え
ひ
め
西
条
物
産
・
観
光
フ
ェ
ア

25
日　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
四
国
本
部
と
業
務
連
携
・
協
力
に
関

　
　

す
る
覚
書
を
締
結

28
日　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
佐
田
玲
子
氏
を
講
師
に
西
条
市
文

　
　

化
講
演
会
開
催

９月

▲総合防災訓練
　　　　　（東消防署管内：８月19日　西消防署管内：８月26日）
　東南海・南海地震の発生を想定した市民参加型の総合防災訓練
として実施し、西条北中学校区・東予東中学校区の全住民を対象
とした避難訓練の後、各中学校に参集した代表者の皆さんは、残
暑の厳しい日差しのなか救出搬送や応急救護・初期消火・土のう
づくりなどの実践的な訓練に真剣に取り組んでいました。

▲西条市防災対策研究
　協議会を設立
　　　　　　　（７月27日）
　東南海・南海地震などに
備えて、地域特性を反映し
た新たな防災・減災対策を
検討し、災害に強いまちづ
くりに取り組むために、防
災・減災対策の研究者およ
び関連機関の関係者で構成
する「西条市防災対策研究
協議会」を設立。

▲丹原七夕夏まつり
　　　　（８月５～７日）
　趣向を凝らした七夕飾り
が、約１㎞に及ぶ商店街を
彩る丹原七夕夏まつり。
　華麗な笹飾りが続く様は、
息をのむほどの美しさです。
そのアーチの下では、地元
の人々による盆踊りや、遠
路駆け付けた吉野連の皆さ
んの阿波踊りが、途切れる
ことなく続いていました。

▲小松町ふるさと祭り
　　　　　（７月28～29日）
　例年をしのぐ多くの人で
にぎわった小松町ふるさと
祭り。天候にも恵まれ、大
名行列や小松音頭、ダンス
小松囃子KOMATSU-BAYASHI
では、中町・駅前通りは人
の波で埋め尽くされていま
した。

▲ 2012夏彩祭in壬生川
　　　　　　　（８月19日）
　新地通り商店街で開催。
実施される楽しいイベント
のなかでも、もっともみん
なが楽しみにしているのが
ダンス夏彩祭コンテスト。
それぞれの踊り連が趣向を
凝らした衣装とパフォーマ
ンスを競いました。

▲東予地区米まつり・魚まつり
　　　　　　　　　（11月４日）
　恒例の餅まきや米を炊く良い匂い
の試食コーナーのほかに、トラ箱で
の鮮魚販売やじゃこ天・餅の実演販
売、震災被災地の福島県産りんごの
販売なども行われました。

▲第７回西条獅子舞
　フェスティバル
　　　　　　（10月28日）
　市内の８つの団体にゲス
トの４団体が加わり、軽快
な太鼓のリズムにのって華
麗な舞いが披露されました。

▲えひめ
　西条物産・観光フェア
　　　　　　　　　（９月23日）
　大阪の中心地「心斎橋」で、西条
の地酒を中心に多彩で豊かな食材と
石鎚山や祭りなど、西条の魅力をア
ピールしました。

▲窪田夕子バスケット
　ボール教室
　　　　　（９月22日）
　元全日本代表の窪田先生
に指導を受けられるこの教
室。参加した小学生たちは
真剣に取り組んでいました。

▲青野勝市長初登庁・就任式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月28日）
　西条市長として初めて、西条市役所に登庁しました。
　正面玄関では、新市長を出迎えた多くの市民の皆さんと職員か
ら花束を受け取り、市長として初めてのあいさつを行いました。
　その後、就任式において職員に市長としての考えや思い、市職
員としてのあり方などを熱く語りました。

▲東消防署橘出張所
　開設
　　　　　　　（10月１日）
　東消防署飯岡出張所と西
消防署小松出張所の中間地
点に位置するこの施設によ
り、東消防署、西消防署の
救急隊を合わせ、常時５隊
の救急隊が出動できる体制
となり、市内の救急事案に
より迅速で効果的な対応が
可能となっています。

▲湧水保全フォーラム
　全国大会inさいじょう
　に秋篠宮さまご臨席
　　　　　　　（10月12日）
　石鎚山系からの伏流水が
自噴する西条市の湧水は、
市民生活に欠くことのでき
ない命の水であり、まちの
象徴となっています。全国
各地の湧水保全活動に学び
未来のために何が必要かを
考える機会となりました。

▲ぽっぽ橋（伊予西条
　駅自由通路南北線）
　開通
　　　　　　　（10月14日）
　この橋の開通による市街
地の回遊性向上だけでなく、
国道11号とアクセスする市
道と合わせて、賑わいのス
ペースとして駅南広場の整
備を進めています。

▲岡田克也副総理（当時）
「西条農業革新都市」
　を視察
　　　　　　　（11月３日）
　岡田副総理はサンライズ
ファーム西条のほ場で栽培
担当の方などに声をかけて
意見交換をされたほか、レ
タスと西条特産の太秋柿を
口にされました。
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10月 ８月

１
〜
２
日　

ベ
ト
ナ
ム
の
防
災
教
育
行
政
担
当
者
ら
が
当
市
を
訪
問

４
日　

お
か
げ
ん
祭
市
民
花
火
大
会

５
〜
７
日　

丹
原
七
夕
夏
ま
つ
り

８
〜
９
日　

子
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ

８
日　

12
歳
教
育
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
「
森
は
と
も
だ
ち
」
推
進

　
　

事
業
で
、
市
内
各
中
学
校
の
代
表
生
徒
が
研
修

12
日　

荒
賀
正
孝
空
手
道
教
室

９
〜
12
日　

大
保
木
・
壬
生
川
公
民
館
で
福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
を
招

　
　

い
て
思
い
出
作
り

17
日　

市
民
納
涼
花
火
大
会

19
日　

２
０
１
２
夏
彩
祭
in
壬
生
川

19
日　

総
合
防
災
訓
練
（
東
消
防
署
管
内
）

25
日　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
競
技
力
向
上
講
習
会

25
日　

伊
藤
五
百
亀
顕
彰
講
演
会

26
日　

総
合
防
災
訓
練
（
西
消
防
署
管
内
）

27
日
〜
９
日
２
日　

防
災
教
育
支
援
の
た
め
、
当
市
消
防
団
員
や
防
災

　
　

士
な
ど
が
フ
エ
市
を
訪
問

27
日
〜
31
日　

第
16
回
地
域
審
議
会
（
各
地
域
別
）
開
催

１
日　

西
条
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
正
式
に
運
用
開
始

１
日　

東
消
防
署
橘
出
張
所
開
設

１
日
〜　

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
西
条
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
掲
出

８
日　

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
硬
式
野
球
教
室

12
日　

湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
in
さ
い
じ
ょ
う
に
秋
篠
宮
さ

　
　

ま
ご
臨
席

14
日　

ぽ
っ
ぽ
橋
（
市
道
・
伊
予
西
条
駅
自
由
通
路
南
北
線
）
開
通

21
日　

第
11
回
西
条
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

27
〜
28
日　

第
64
回
西
条
地
域
文
化
祭

28
日　

第
７
回
西
条
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

28
日　

関
西
国
際
空
港
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
フ
ェ
ス

　
　

タ
に
お
い
て
西
条
の
特
産
品
を
P
R
販
売

29
日　

四
国
に
お
け
る
フ
ェ
リ
ー
輸
送
の
競
争
力
強
化
に
関
す
る
検
討

　
　

会

12月

１
日　

モ
ハ
マ
ド
・
イ
ズ
ワ
ン
・
ビ
ン
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
バ
ド
ミ
ン
ト

　
　

ン
教
室

２
日　

丹
原
町
産
業
ま
つ
り

３
日
〜　

市
関
連
施
設
で
冬
季
節
電
対
策
を
実
施

９
日　

宮
崎
正
裕
剣
道
教
室

22
日　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
競
技
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

23
日　

ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
石
鎚

11月

２
日　

田
滝
集
落
が
平
成
24
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
農
林

　
　

水
産
大
臣
賞
を
受
賞

３
日　

岡
田
克
也
副
総
理（
当
時
）が「
西
条
農
業
革
新
都
市
」を
視
察

３
日　

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い
（
西
条
会
場
）

３
〜
４
日　

第
32
回
東
予
地
域
文
化
祭

４
日　

東
予
地
区
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り

４
日　

全
国
高
校
駅
伝
愛
媛
県
予
選

４
日　

第
８
回
西
条
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

10
日　

西
条
図
書
館
の
来
館
者
１
５
０
万
人
達
成

10
〜
11
日　

第
55
回
西
条
市
産
業
祭

10
〜
11
日　

第
33
回
小
松
地
域
文
化
祭

15
日　

神
拝
小
学
校
が
学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

18
日　

西
条
市
長
選
挙

23
日　

「
椿
」
・
千
年
の
森
づ
く
り
植
樹

23
日　

愛
媛
中
学
駅
伝

25
日　

髙
野
進
陸
上
競
技
教
室

25
日　

西
条
市
民
元
気
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

26
日　

小
松
・
石
根
・
飯
岡
・
神
戸
の
各
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
し

　
　

た
、
髙
野
進
氏
の
授
業
夢
プ
ラ
ン
事
業
を
実
施

28
日　

青
野
勝
市
長
初
登
庁
・
就
任
式

28
日　

十
河
信
二
記
念
館
・
四
国
鉄
道
文
化
館
開
館
５
周
年
記
念
シ
ン

　
　

ポ
ジ
ウ
ム
・
企
画
展
示

29
日　

地
域
審
議
会
合
同
会
議

16
日　

第
38
回
西
条
市
研
修
の
船
で
小
中
学
生
が
海
上
見
学

24
日　

中
国
・
上
海
交
通
大
学
が
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」
を
視
察

26
日　

第
１
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
24
年
度
）

27
日　

香
川
高
等
専
門
学
校
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

27
日　

西
条
市
防
災
対
策
研
究
協
議
会
を
設
立

28
〜
29
日　

小
松
町
ふ
る
さ
と
祭
り

29
日　

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
西
条

29
日　

防
災
士
連
絡
協
議
会
総
会
・
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
24
年
度
）

30
日
〜
８
日
５
日　

松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
で
だ
ん
じ
り
２
台
展
示
・

　
　

物
産
展
開
催

31
日　

市
内
各
所
で
空
間
放
射
線
量
測
定
を
開
始

７月

２
日　

第
８
回
市
民
総
合
体
育
大
会

９
日　

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い
（
丹
原
会
場
）
で
人
権
啓
発
劇

　
　

「
出
発
（
た
び
だ
ち
）
」
を
上
演

19
日　

西
条
警
察
署
、
西
条
西
警
察
署
、
市
内
高
校
、
市
教
育
委
員
会

　
　

が
「
さ
い
じ
ょ
う
児
童
・
生
徒
及
び
西
条
地
区
五
高
校
の
生
徒
に

　
　

か
か
る
自
転
車
の
交
通
違
反
情
報
学
校
連
絡
制
度
協
定
」
締
結

22
日　

窪
田
夕
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

23
日　

大
阪
・
心
斎
橋
で
え
ひ
め
西
条
物
産
・
観
光
フ
ェ
ア

25
日　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
四
国
本
部
と
業
務
連
携
・
協
力
に
関

　
　

す
る
覚
書
を
締
結

28
日　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
佐
田
玲
子
氏
を
講
師
に
西
条
市
文

　
　

化
講
演
会
開
催

９月

▲総合防災訓練
　　　　　（東消防署管内：８月19日　西消防署管内：８月26日）
　東南海・南海地震の発生を想定した市民参加型の総合防災訓練
として実施し、西条北中学校区・東予東中学校区の全住民を対象
とした避難訓練の後、各中学校に参集した代表者の皆さんは、残
暑の厳しい日差しのなか救出搬送や応急救護・初期消火・土のう
づくりなどの実践的な訓練に真剣に取り組んでいました。

▲西条市防災対策研究
　協議会を設立
　　　　　　　（７月27日）
　東南海・南海地震などに
備えて、地域特性を反映し
た新たな防災・減災対策を
検討し、災害に強いまちづ
くりに取り組むために、防
災・減災対策の研究者およ
び関連機関の関係者で構成
する「西条市防災対策研究
協議会」を設立。

▲丹原七夕夏まつり
　　　　（８月５～７日）
　趣向を凝らした七夕飾り
が、約１㎞に及ぶ商店街を
彩る丹原七夕夏まつり。
　華麗な笹飾りが続く様は、
息をのむほどの美しさです。
そのアーチの下では、地元
の人々による盆踊りや、遠
路駆け付けた吉野連の皆さ
んの阿波踊りが、途切れる
ことなく続いていました。

▲小松町ふるさと祭り
　　　　　（７月28～29日）
　例年をしのぐ多くの人で
にぎわった小松町ふるさと
祭り。天候にも恵まれ、大
名行列や小松音頭、ダンス
小松囃子KOMATSU-BAYASHI
では、中町・駅前通りは人
の波で埋め尽くされていま
した。

▲ 2012夏彩祭in壬生川
　　　　　　　（８月19日）
　新地通り商店街で開催。
実施される楽しいイベント
のなかでも、もっともみん
なが楽しみにしているのが
ダンス夏彩祭コンテスト。
それぞれの踊り連が趣向を
凝らした衣装とパフォーマ
ンスを競いました。

▲東予地区米まつり・魚まつり
　　　　　　　　　（11月４日）
　恒例の餅まきや米を炊く良い匂い
の試食コーナーのほかに、トラ箱で
の鮮魚販売やじゃこ天・餅の実演販
売、震災被災地の福島県産りんごの
販売なども行われました。

▲第７回西条獅子舞
　フェスティバル
　　　　　　（10月28日）
　市内の８つの団体にゲス
トの４団体が加わり、軽快
な太鼓のリズムにのって華
麗な舞いが披露されました。

▲えひめ
　西条物産・観光フェア
　　　　　　　　　（９月23日）
　大阪の中心地「心斎橋」で、西条
の地酒を中心に多彩で豊かな食材と
石鎚山や祭りなど、西条の魅力をア
ピールしました。

▲窪田夕子バスケット
　ボール教室
　　　　　（９月22日）
　元全日本代表の窪田先生
に指導を受けられるこの教
室。参加した小学生たちは
真剣に取り組んでいました。

▲青野勝市長初登庁・就任式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月28日）
　西条市長として初めて、西条市役所に登庁しました。
　正面玄関では、新市長を出迎えた多くの市民の皆さんと職員か
ら花束を受け取り、市長として初めてのあいさつを行いました。
　その後、就任式において職員に市長としての考えや思い、市職
員としてのあり方などを熱く語りました。

▲東消防署橘出張所
　開設
　　　　　　　（10月１日）
　東消防署飯岡出張所と西
消防署小松出張所の中間地
点に位置するこの施設によ
り、東消防署、西消防署の
救急隊を合わせ、常時５隊
の救急隊が出動できる体制
となり、市内の救急事案に
より迅速で効果的な対応が
可能となっています。

▲湧水保全フォーラム
　全国大会inさいじょう
　に秋篠宮さまご臨席
　　　　　　　（10月12日）
　石鎚山系からの伏流水が
自噴する西条市の湧水は、
市民生活に欠くことのでき
ない命の水であり、まちの
象徴となっています。全国
各地の湧水保全活動に学び
未来のために何が必要かを
考える機会となりました。

▲ぽっぽ橋（伊予西条
　駅自由通路南北線）
　開通
　　　　　　　（10月14日）
　この橋の開通による市街
地の回遊性向上だけでなく、
国道11号とアクセスする市
道と合わせて、賑わいのス
ペースとして駅南広場の整
備を進めています。

▲岡田克也副総理（当時）
「西条農業革新都市」
　を視察
　　　　　　　（11月３日）
　岡田副総理はサンライズ
ファーム西条のほ場で栽培
担当の方などに声をかけて
意見交換をされたほか、レ
タスと西条特産の太秋柿を
口にされました。
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昭和50年から７期28年の長きにわたり
旧西条市議会議員として市政運営に参
画され、この間、議長等の要職を歴任
され、市政の伸展と住民福祉の向上に
多大な貢献をされました。

昭和40年から38年の長きにわたり、学
校教育に携わり、児童生徒の教育と健
全育成に尽力されるなど、義務教育の
伸展に多大な貢献をされました。

昭和54年から４期16年余の長きにわた
り、旧西条市議会議員として、市政運
営に参画され、この間副議長等の要職
を歴任され、市政の伸展と住民福祉の
向上に多大な貢献をされました。

昭和50年から35年の長きにわたり、消
防団業務に精励され、この間西条市消
防団副団長等の要職を歴任され、豊か
な消防精神をもって住民の安全確保に
多大な貢献をされました。

昭和54年から現在に至るまで犯罪防止
活動に精励され、その間西条地区防犯
協会副会長等の要職を歴任されるなど、
地域防犯体制の確立に多大な貢献をさ
れました。

昭和23年から52年余の長きにわたり、
消防団業務に精励され、この間西条市
消防団団長等の要職を歴任され、豊か
な消防精神をもって住民の安全確保に
多大な貢献をされました。

昭和40年から38年の長きにわたり、学
校教育に携わり、児童生徒の教育と健
全育成に尽力されるなど、義務教育の
伸展に多大な貢献をされました。

昭和49年から33年余の長きにわたり、
消防団業務に精励され、この間丹原町
消防団団長等の要職を歴任され、豊か
な消防精神をもって住民の安全確保に
多大な貢献をされました。

「障害者週間」記念標語優秀作品表彰

■最優秀賞　佐伯美侑（石根小６年）　　増やそうよ　笑顔でさし出す　君の手を

　障害者週間（12月３日～９日）にちなみ、障害者福祉やボランティア活動をテーマにした標語を市内小学５・６年生
から募集したところ、1507点の応募がありました。審査の結果、次の方々が受賞されました。（敬称略）

■入選　
　大野美穂（西条小５年）　明比　儀　（神戸小６年）
　伊藤風太（氷見小６年）　松下佳奈英（壬生川小５年）

※受章者のご紹介は、ご本人の承
　諾を得た方についてご紹介して
　おります。

■特別賞　
　杉原和歩（西条小５年）
　藤田萌花（大町小６年）
　菅野　瑞（玉津小５年）
　津島礼奈（禎瑞小６年）
　松木龍生（楠河小６年）
　越智莉々花（吉岡小５年）
　渡部真衣（中川小６年）
　越智友美（小松小５年）

■優秀賞
○横井幸太（橘小５年）
　思いやり　広がるやさしさ
　住みよい社会
○新山穂乃佳（多賀小６年）
　勇気を出して　手をさし出して
　にこにこ笑顔で　みんな大好き！
○佐伯斗吾（田野小６年）
　生き方に一番なんてないんだよ
　みんなちがってみんないい
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　平成24年度豊かなむらづくり
全国表彰において、田滝集落が
農林水産大臣賞を受賞しました。
　今回の受賞は、田滝小学校を
地域づくりの核に小学校と地域
が協働活動を展開し、地域文化
の継承、農林業の振興及び農山
村の健全な発展への貢献が高く
評価されたことによるものです。

田滝集落が農林水産大臣賞を受賞

　西条市連合自治会、神拝校区連合自治会
の会長などを務め、多年にわたり自治会活
動を通じて良好な地域社会の形成に多大な
貢献をされました。

自治会等地縁に
よる団体功労

　昭和55年から31年の長きにわたり、民生
・児童委員として地域福祉の向上に尽力さ
れました。

民生委員・
児童委員功労

　多年にわたり、共同募金運動の推進に精
励され、募金運動を通して地域福祉の向上
に尽力されました。

共同募金
運動奉仕者

　長年にわたり、保護司として職務に精励
され、更生保護活動の伸展と地区保護司会
の発展に多大な貢献をされています。

更生保護功労

　長年にわたり、保護司として職務に精励
され、更生保護活動の伸展と地区保護司会
の発展に多大な貢献をされています。

更生保護功労

　平成24年度「学校給食優良学校等」部
門において、神拝小学校が学校給食文部
科学大臣賞を受賞しました。
　今回の受賞は、日ごろから学校と家庭
が一体となり、食に関する指導に取り組
み、また、地域の方の協力を得ての農業
体験や味噌作りなど生きた教材での食育
活動を実践するとともに、セレクト給食
やバイキング給食など豊かで魅力のある
給食が評価されたものです。

神拝小学校が
学校給食文部科学大臣賞を受賞

　2012年度ざぶん賞（水や海をテーマにし
た作文の全国コンクール）において、西条
西中学校３年日野達貴さんが最高賞である
「ざぶん大賞」を受賞しました。
　日野さんの作文「うちぬきの街を支える
父」には、ふるさと西条への思いやうちぬ
き工事に携わるお父さんへの誇りが込めら
れています。
※日野さんの作文は、市ホームページにも
　掲載しています。

西条西中学校３年日野達貴さんが
2012年度ざぶん賞大賞を受賞

　西条市消防本部と西条市危険物安全協会では、
秋季全国火災予防運動行事の一環として、防火
ポスターを募集したところ、市内の小学４年生
119人から応募がありました。審査の結果、次
の方々が受賞されました。（敬称略）

■西条市危険物安全協会長賞
　越智元太（徳田小学校）

■優秀賞
　渡部邦仁（吉岡小学校）　髙橋杏奈（橘小学校）
　村上寧音（石根小学校）　黒河宗汰（徳田小学校）
　佐伯　颯（徳田小学校）　松本雪楓（西条小学校）

防火ポスター優秀作品発表

▲賞状を持つ高山司自治会長
　（左から２番目）

▲越智元太さんの作品
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▲

推
薦　

西
条
市
長
賞　

　

「
殿
中
奴
」　

竹
村
佐
由
美
（
飯
岡
）

◇◆◇　入　選　◇◆◇◇◆◇　入　選　◇◆◇

○石川公紀（神拝）　　○伊藤裕子（大町）　　○岩室典雄（大阪府）

○上野登志（松山市）　○大久保重義（松山市）○岡田義雄（喜多台）

○近藤智雄（周布）　　○清水靖信（滋賀県）　○新名重信（神拝）

○田坂光司（福武）　　○田中　繁（飯岡）　　○津島しのぶ（禎瑞）

○津島次康（禎瑞）　　○津島一誠（禎瑞）　　○福島竜也（飯岡）

○福山美博（下島山）　○藤田和徳（氷見丙）　○藤田　稔（新居浜市）

○別宮幸二（新居浜市）○細川和彦（香川県）　○村上　巍（小松町）

○山田富雄（古川）

▲

特
選　

西
条
市
観
光
協
会
長
賞　

　

「
力
を
込
め
て
」　

藤
田　

晃
（
天
神
）

▲準特選　「綾延神社の秋祭り」
　　　　　日野　清（新居浜市）

▲準特選　「クライマックス」　
　　　　　 神野英運（北条）

▲

準
特
選　

「
走
る
」

　
　
　
　
　

井
上
雄
次
（
松
山
市
）

市
内
外
か
ら
２
７
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
こ
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▲

特
選　

西
条
祭
振
興
会
長
賞

　

「
最
高
潮
」　

黒
川
勝
彦
（
氷
見
乙
）



　

旧
西
条
市
の
第
２
代
市
長
を
務

め
た
後
、
第
４
代
国
鉄
総
裁
に
就

任
し
「
新
幹
線
の
生
み
の
親
」
と

呼
ば
れ
る
な
ど
、
鉄
道
事
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
十
河
信
二
先
生
。

　

そ
の
ご
功
績
を
今
に
伝
え
る
十

河
信
二
記
念
館
と
、
０
系
新
幹
線

な
ど
を
展
示
す
る
四
国
鉄
道
文
化

館
の
開
館
５
周
年
を
記
念
し
、
こ

の
ほ
ど
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
約
三
百
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

■
基
調
講
演

　

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
須

田
寛
相
談
役
が
「
四
国
の
鉄
道
と

観
光
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
十
河

先
生
が
四
国
の
鉄
道
近
代
化
に
果

た
し
た
役
割
や
、
在
来
線
の
中
で

最
高
レ
ベ
ル
の
高
速
化
を
達
成
し

て
い
る
四
国
鉄
道
の
観
光
へ
の
活

用
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

東
京
大
学
の
原
朗
名
誉
教
授
に

よ
る
司
会
で
、
須
田
相
談
役
の
ほ

か
、
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の

梅
原
利
之
相
談
役
、
愛
媛
大
学
、

西
条
高
校
生
の
４
名
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
加
わ
り
、
四
国
へ
の
整

備
新
幹
線
導
入
へ
の
思
い
や
観
光

の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

■
企
画
展
示

　

鉄
道
関
係
の
ポ
ス
タ
ー
や
レ
ー

ル
の
部
品
、
十
河
信
二
先
生
に
関

す
る
写
真
や
書
画
等
の
展
示
も
併

せ
て
行
わ
れ
、
貴
重
な
資
料
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

■
問
合
せ　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

観
光
振
興
課

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
４
７
―
３
５
７
５

　　　　　　　　　　　　　　　　(チュック・ムン・ナム・モイ「新年明けましておめでとう」)
　ベトナムのお正月は旧暦に従っているためまだ新年は明けていませんが、お正月を前に街全体がそわそわし始めて
います。
　そんな年の初めは、ベトナムの基本の調味料である塩・胡椒について紹介します。日本ではあまり知られていませ
んが、ベトナムは胡椒の輸出量が世界一を誇ります。そんなベトナムの胡椒は香りが豊かで、味も少し刺激的。現地
では、日本では珍しい生胡椒を入手することも可能で、原産地ならではの贅沢な楽しみです。
　また、ベトナムの塩は完全な天日干しで造られる海水塩。ベトナムの灼
熱の太陽と青い海が生み出す塩はミネラルが豊富で口に入れると、海のよ
うな深い味わいが広がります。その品質は、世界的なフランスのブランド
「ゲランドの塩」にも負けないほどで、国際的にも高く評価されています。
　ベトナムでは塩・胡椒は、ライム・唐辛子などのさまざまな材料を混ぜ
合わせて茹でた鶏肉や魚介類・野菜につけて食べるなど、食卓に欠かせな
いものです。ベトナムを訪れる機会があれば、お土産にベトナムの塩・胡
椒を選んではいかがでしょう。さらに料理が楽しくなりますよ。
　　　　　　　　（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子） ▲ベトナムの塩・胡椒

▲在りし日の
　　　　　十河信二先生

▲ユーモアを交えなが
　ら講演されるJR東海
　の須田相談役

▲地元の学生も参加して総合文化会館で行われ
　たパネルディスカッション

▲十河先生にゆかりのある貴重な資料が展示さ
　れた展示室内

▲全国の鉄道ファンに愛され、四国鉄道文化館
　は開館５周年を迎えました。
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■問合せ　市庁舎別館環境衛生課
　　　　　水・環境保全係　℡0897－52－1382

　西条市では、平常時の空間放射線量データ蓄積を目的
に、月に１度、市内８地点での空間放射線量の測定をし
ています。
　11月の測定結果は右表のとおりですが、いずれの地点
においても異常値は観測されていません。
※計測は、NaＩ(T1)シンチレーションサーベイメータを
　用いて、地表から１メートルの高さで実施しています。
※環境省が示す基準値：毎時0.23マイクロシーベルト
※測定場所の位置図は市ホームページをご覧ください。

11月の空間放射線量測定結果 【11月の空間放射線量測定結果一覧表】
測 定 場 所

うちぬき広場 11月28日

11月28日

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.09 マイクロシーベルト飯岡公民館

測 定 日 測 定 数 値

東予総合支所

楠河公民館

丹原総合支所

旧鞍瀬駐在所

小松総合支所

石鎚登山ロープウェイ
山頂成就駅

毎時 0.11 マイクロシーベルト

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.09 マイクロシーベルト

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.05 マイクロシーベルト

11月28日

11月28日

11月28日

11月28日

11月28日

11月28日

公的年金等の申告相談会

公的年金等を受給されている皆さんへ
■税の申告にご注意ください
　平成23年分からは、公的年金等の収入金額の合計額
が400万円以下で、かつ、公的年金等以外の所得金額
が20万円以下の場合には、所得税の確定申告の必要が
なくなりました。
　この場合でも還付を受ける場合などには、従来どお
り税務署に確定申告をすることができます。
　なお、所得税の確定申告の必要がない場合でも、市
への市県民税申告は必要ですので、ご注意ください。
　詳しくは、市庁舎本館市民税課・各総合支所窓口に
備え付けてあるリーフレットをご覧ください。

　公的年金受給者の皆さんを対象に、確定申告書の作成方法などをアドバイスします。下記のことに気をつ
けてご来場ください。

■問合せ　伊予西条税務署個人課税部門　℡0897－56－3292

※前年分をイータックスで申告した方で税務署から「お知らせはがき」がきた方は、
　「お知らせはがき」（東予総合支所に来られる方のみ）をお持ちください。
※当日はかなりの混雑が予想されます。医療費控除の明細書や収支内訳書等は事前に作成してきてください。
　また、自動車でのご来場は、極力ご遠慮ください。
※当日は公的年金を受給されている方の申告相談を予定しておりますので、平成24年中に土地や株の譲渡が
　あった方などの申告相談はご遠慮ください。

場　　所

東予総合支所３階

▼申告相談会の日時・場所

小　松

地　区 日　　時

２月４日㈪ ９時～16時

丹　原 ２月５日㈫ ９時～16時

東　予 ２月６日㈬～８日㈮ ９時～16時

小松総合支所２階ホール

丹原福祉センター２階大会議室

▼申告相談会で必要な書類や用具
○前年分をイータックスで申告された方は、「お知
　らせはがき」と申告時に封筒に入れてお渡しした
　送信票（東予総合支所に来られる方）
○確定申告書（ない場合は当日お渡しします）
○平成24年分の公的年金、給与所得等の源泉徴収票
※公的年金以外に収入のある方は、その所得の計算
　に必要な書類など。
○国民健康保険税などの支払金額が分かる書類
○国民年金保険料などの支払いを証明する書類
○生命保険料や地震保険料などの控除証明書
○医療費の領収書など、所得控除に必要な書類
○申告者名義の預貯金口座番号が分かるもの
○印鑑、筆記用具
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　西条市公民館フェスティバルは、舞台発表・体験コーナー・作品展示の３つの部門で構成されており、
市内29の公民館が一堂に会して開催します。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

※バザー・弁当販売はありません。昼食は各自でご準備ください。

主　催　西条市教育委員会、西条市公民館連絡協議会
問合せ　中央公民館　℡ 0898－65－4030

時間：10時～15時
場所：大ホール

時間：10時～15時
場所：展示室
　看護師による健康チェッ
クです。お気軽にどうぞ！
  【チェック項目】
  血圧測定・体脂肪測定・
  握力測定・腹囲測定

時間：10時～15時　　場所：展示室

フィルムをはり、周りにリー
ド線をつけると、ステンドグ
ラス風に仕上がります。
■開　　催　随時
■体験時間　15分程度
■参 加 費　500円
■定　　員　50人

グラスアート

　民謡、獅子舞、日本舞踊、フ
ラダンス、バンド演奏、銭太鼓
などのサークルの皆さんが、日
ごろの活動成果をステージで発
表します。

時間：10時～16時
場所：小ホール

　パッチワーク、クラフトバッグ、

衣類のリメイク作品、陶芸、俳画、

ちぎり絵、表装などのサークルの

皆さんによる作品を展示します。

色とりどりの押し花で、ストラ
ップなどを作りましょう。
■開　　催　随時
■体験時間　15～20分程度
■参 加 費　ストラップ：250円
　　　　　　タイル：無料
■定　　員　各50人

押し花
室内で行う軽スポーツ。
あなたも体験してみませんか。
■開　　催　随時
■体験時間　８分程度
■参 加 費　無料
■定　　員　なし

囲碁ボール

トールペイントで、「表札」
か「かぶと」を作ります。
■開　　催　午前・午後
■体験時間　60分～90分程度
■参 加 費　500円
■定　　員　午前・午後
　　　　　　各15人

トールペイント
ネイチャープリントで、アクセ
サリー作りを体験してみません
か。
■開　　催　随時
■体験時間　10分～20分程度
■参 加 費　500円
■定　　員　100人

ネイチャープリント

押
し
花
ス
ト
ラ
ッ
プ

▲



　時は移って昭和58年。徳能西の庵と呼ばれる瑞巌寺改修
のために、寺仏像を金仙寺へ移した時のことです。住職が
仏像の肩口からわずかにのぞく白い物を見つけました。そ
れは権太夫の義心に感動した当時の村人らによる、５人の
安霊を願う連名状でした。村人らは藩をはばかりひそかに
庵に集まって、この霊の冥福を祈り続けていたのです。
　また、一家断絶となった渡部家に代わって庄屋となった
長井家でも、屋敷内に社を建て５人の霊を祀り、明治維新
までの二百年余り、権太夫一家を弔い続けたといいます。
　徳能地区には、昭和29年に
建立された義民「庄屋権太夫
之碑」があり、今でも毎年４
月29日の春祭りには子ども神
輿を出して報恩感謝と合わせ
て五穀豊穣を祈っています。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

ゆるキャラ「カブちゃん」奮闘中！
　　　　　　　　　～ お腹のハートマークが自慢です ～

　皆さんは「四国カブトガニを守る会」のゆるキャラ“カ
ブちゃん”をご存知ですか？
　東予地区の海岸一帯は、かつて「カブトガニ天国」と呼
ばれ、その繁殖地として昭和24年には県の天然記念物の指
定を受けるほどでしたが、環境変化などで生息数は減少、
　　　　　　　　　　　　　ついには絶滅寸前の状況とな
　　　　　　　　　　　　　りました。そうした中、カブ
　　　　　　　　　　　　　トガニの保護・研究と環境保
　　　　　　　　　　　　　全を目的に結成されたのが同
　　　　　　　　　　　　　会であり、そのマスコットが
　　　　　　　　　　　　　“カブちゃん”なのです。
　　　　　　　　　　　　　　「カブトガニが住めない所

には、他の生物も住むことができない」と、自然環境を守
るためのＰＲ活動に取り組んでいる“カブちゃん”。とに
かく元気で、保育園や幼稚園で子どもたちと遊ぶのが大好
き。去年も、産業文化フェスティバルや東予地域文化祭な
どの行事では引っ張りだこの人気でした。そして多くの皆
さんとの交流の中で、環境保護の大切さを伝えています。
　また、「ゆるキャラグランプリ2012」では、865のキャ
ラクター中155位と大奮闘したり、えひめこどもの城で行
われた「ゆるキャラ運動会」でも、大縄跳びで前回記録を
更新する25回を跳ぶなど、“バリィさん”や“みきゃん”
らを押さえて、２年連続の大会ＭＶＰに輝きました。
　今年もいろいろなイベントに参加して地域の皆さんとの
交流を深めながら、未来の子どもたちにカブトガニが住め
る自然環境を残せるよう頑張ります。
　どこかで見かけたら声をかけてくださいね。

　この広場から続く「遊ロード」は、堰堤の斜面を利用し
て造られた遊歩道で、桜の木が多く植えられています。
　　　　　　　　　　　　　そして、この遊歩道を下りき
　　　　　　　　　　　　ると「くつろぎ広場」があり、
　　　　　　　　　　　　県の近代化土木遺産である大谷
　　　　　　　　　　　　池樋門を取り巻くように青々と
　　　　　　　　　　　　した芝生が広がっています。後
　　　　　　　　　　　　背にそそり立つ堤体の大きさに
　　　　　　　　　　　　比べると小さく見えますが、イ
　　　　　　　　　　　　ギリス積みのレンガ造りの樋門
　　　　　　　　　　　　の存在感は満点です。
　　　　　　　　　　　　　昨年11月末には、池を管理す
　　　　　　　　　　　　る地元土地改良区主催の総合竣
　　　　　　　　　　　　工記念式典があり、関係者など
　　　　　　　　　　　　約200人が完成を祝いました。

近代農業のためのかんがい設備が「憩いの場」に
　　　 　　　　　　　　　～ 大谷池周辺環境整備事業 ～

　かんがい用ため池として大正６年、小松町南川に完成し
た大谷池は、貯水量 約103万立方メートルで県下第三位の
大きさを誇ります。堤体の老朽化などにより、平成12年度
から８年をかけて「平成の大改修」が行われましたが、こ
れに続く池周辺の環境整備事業では、地域の小中学生や地
元の皆さんに自然観察会やワークショップなどに参加をい
ただき、さまざまなご意見をお聞きしながら、特徴のある
三つのゾーンに分けて公園を整備しました。
　まず、植栽された木々によって季節の移り変わりを知る
ことができる「四季の広場」からは、静かに水をたたえた
大谷池の姿を眺め、そして振り返ると道前平野の向こうに
は瀬戸内海までを見渡すことができます。

徳能村の義民「庄屋権太夫」
　　　 　　　　　　　～ 今も伝わる恩徳をたたえる心 ～

　徳川５代将軍綱吉の時代、徳能村の庄屋は渡部権太夫と
いう人でした。当時の松山藩桑村郡（現在の徳田・庄内・
国安・三芳・楠河地区）では、干ばつや重い年貢により村
人の生活は困窮を極めていました。そうした状況を見かね
た権太夫は、代官所への陳情を行ったりしたものの効果は
なく、ついには意を決して江戸表に上り、幕府に年貢の軽
減について直訴をしたのです。
　ほどなく年貢は軽減され、村内は平和を取り戻すことに
なりましたが、貞亨３(1686)年、藩政を誹謗した罪により
権太夫は処刑。あらかじめ妻と離別するなどして、災禍を
避けようとしていた権太夫でしたが、その願いはかなわず
老母や幼い３人の息子も共に刑場の露と消えたのです。

「身長：170㎝・体重：重め」の人気者

「
庄
屋
権
太
夫
之
碑
」
と

　

５
人
を
祀
る
「
五
社
霊
神
」

①
ト
イ
レ
や
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
て
い
る
「
四
季
の
広
場
」 

②
大
谷
池
樋
門
と
「
く
つ
ろ
ぎ
広
場
」  

③
竣
工
記
念
式
典

①

②

③

ひぼう

やしろ
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そ
の
他
に
も
、
近
く
の
幼
稚
園

と
合
同
で
の
避
難
訓
練
の
実
施
や
、

年
に
２
回
の
清
掃
活
動
な
ど
、
地

域
に
根
付
い
た
活
動
は
多
い
。

　

四
国
積
水
工
業
㈱
は
、
こ
れ
か

ら
も
環
境
貢
献
を
考
え
、
製
品
を

通
じ
た
環
境
負
荷
低
減
を
実
現
し

つ
つ
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
モ
ノ
づ

く
り
企
業
へ
の
取
り
組
み
を
続
け

て
い
く
。

　

環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

業
は
、
今
後
の
成
長
分
野
の
一
つ

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ク
ス
で
は
、
市
内
企
業
が

取
り
組
む
環
境
分
野
を
は
じ
め
と

し
た
成
長
産
業
へ
の
事
業
展
開
に

対
し
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
事
業
活
動
を
通
じ
て
地
域
社

会
の
期
待
に
応
え
、
地
元
に
愛
さ

れ
る
モ
ノ
づ
く
り
企
業
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
」
と
、
四
国
積
水
工
業

㈱
の
石
平
貴
裕
社
長
は
語
る
。

　

積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
四

国
で
唯
一
の
生
産
事
業
所
で
あ
る

同
社
。
エ
ク
ス
テ
リ
ア
製
品
の
マ

ザ
ー
工
場
で
あ
り
、
今
か
ら
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
半
世
紀
、
１
９
６
４

年
に
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
や
家

庭
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
の

製
造
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。

　
■
環
境
に
優
し
い
商
品
開
発

　
現
在
、
床
材
等
の
エ
ク
ス
テ
リ

ア
製
品
の
製
造
を
主
力
に
事
業
展

開
し
て
い
る
同
社
で
は
、
環
境
の

保
護
と
資
源
の
有
効
利
用
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源

を
活
用
し
た
環
境
貢
献
製
品
に
力

を
注
い
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
戸
建
住
宅
用
の

人
工
木
材
「
リ
フ
ァ
ー
レ
」
と
い

う
製
品
の
製
造
過
程
で
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
材
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、

資
源
の
有
効
利
用
を
進
め
て
き
た

■
地
元
に
愛
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

企
業
を
め
ざ
し
て

　

同
社
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

モ
ノ
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
に
根
差
し
た
社
会
貢
献
活
動
も

数
多
く
行
っ
て
い
る
。

　

敷
地
に
隣
接
す
る
西
条
西
中
学

校
で
は
、
１
年
生
を
対
象
と
し
た

理
科
教
室
を
３
年
前
か
ら
毎
年
開

催
し
て
い
る
。
暮
ら
し
の
中
で
身

近
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
、

ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
ち
ど
の
よ

う
な
方
法
で
造
ら
れ
て
い
る
の
か

を
説
明
す
る
実
験
や
講
義
な
ど
の

ほ
か
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
な
い

生
産
現
場
の
工
場
見
学
も
行
っ
て

い
る
。「
将
来
、
こ
の
理
科
教
室

を
受
け
た
生
徒
が
、
当
社
に
就
職

す
る
日
が
来
れ
ば
嬉
し
い
」
と
石

平
社
長
は
目
を
輝
か
せ
る
。

が
、
２
０
０
９
年
に
生
産
を
開
始

し
た
「
ア
シ
ェ
ラ
ウ
ッ
ド
」
と
い

う
製
品
で
は
、
主
要
材
料
に
石
炭

灰
と
使
用
済
み
レ
ジ
袋
な
ど
の
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使
用
し

て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
が
占

め
る
割
合
は
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
に

も
達
し
て
い
る
。
特
に
石
炭
灰
に

つ
い
て
は
、
四
国
電
力
㈱
西
条
発

電
所
で
生
じ
た
も
の
を
使
用
し
て

お
り
、
地
域
内
で
の
資
源
の
有
効

利
用
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

こ
の
製
品
の
特
徴
は
、
一
般
的

な
人
工
木
材
に
比
べ
て
水
や
熱
に

よ
る
伸
縮
変
化
が
少
な
く
、
耐
久

性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
で
、
学
校

や
公
園
・
デ
パ
ー
ト
な
ど
不
特
定

多
数
の
人
が
利
用
す
る
場
所
の
床

材
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
需
要
は
年
々
高
ま
り
を
見
せ

て
い
る
。

　

地
球
規
模
で
資
源
の
枯
渇
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
中
、
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
の
開
発
に
積
極
的
に
挑
戦
し

続
け
る
積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
性
を
増
す
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
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四
国
積
水
工
業
㈱
（
氷
見
乙
）

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
室
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
に
入

居
す
る
企
業
や
個
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
部
屋
も
24
時
間
利
用

可
能
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

あ
ら
ゆ
る
経
営
相
談
に
お
応
え
で

き
る
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
入
居
資
格

○
新
た
に
事
業
化
に
取
り
組
も
う

　

と
す
る
方

○
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
進
出
、

　

研
究
開
発
に
取
り
組
も
う
と
す

　

る
方

■
入
居
期
間

○
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室

　
　
　
　
　
　
　
　

…
４
年
以
内

○
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
…
２
年
以
内

■
入
居
決
定
に
つ
い
て

　

事
業
計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ

び
審
査
の
う
え
、
入
居
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。　

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

部
屋
の
仕
様
や
入
居
申
請
な
ど

詳
細
は
、
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
０

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
・

   

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室 

入
居
者
募
集

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

写真① 意気込みを語る
       石平社長

写真② 四国積水工業㈱
　　　 の社屋

写真③ アシェラウッド
　　　 を使用し施工さ
　　　 れたデッキ

③

②

①
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
が
あ
る

方
の
、
生
活
習
慣
の
改
善
支
援
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
の
か
ら
だ
の
状
態
」
を
知

る
こ
と
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

等
が
自
覚
症
状
な
く
進
行
し
、
重

症
化
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
非
常
に
大
切
で
す
。

　

西
条
市
で
は
、
特
定
健
診
の
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
方
は
、
指
定
医
療

機
関
で
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

40
歳
～
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
（
年
齢
は
平
成

25
年
3
月
31
日
現
在
）

■
実
施
期
間　

２
月
28
日
㈭
ま
で

■
検
査
内
容

　

問
診
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

身
体
計
測
、
腹
囲
測
定
、
血
液
検

査
、
診
察

■
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

○
特
定
健
診
受
診
券
（
対
象
者
に

は
事
前
に
交
付
し
て
い
ま
す
）

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

■
申
込
方
法

　

事
前
に
指
定
医
療
機
関
へ
予
約

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
度
に
市
が
行
っ
た
総

　

合
健
診
、
国
保
の
短
期
人
間
ド

　

ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

　

方
は
、
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

40
歳
～
74
歳
の
国
保
被
保
険
者
の
方
へ

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

接
骨
院
や
整
骨
院
で
の
柔
道
整

復
師
に
よ
る
施
術
は
、
保
険
医
療

の
対
象
に
な
る
場
合
と
対
象
外
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
に
打
撲
や

捻
挫
、
骨
折
、
脱
臼
な
ど
は
対
象

と
な
り
、
単
な
る
肉
体
疲
労
や
肩

こ
り
な
ど
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
施
術
前
に
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
健
康
保
険
等
で
柔
道
整
復
師
に

か
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
】

○
日
常
生
活
で
の
疲
れ
や
肩
こ
り

○
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
肉
体
疲
労

○
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

○
神
経
痛
（
リ
ウ
マ
チ
・
慢
性
関
節
炎
）

○
加
齢
に
よ
る
腰
痛
や
五
十
肩
等

○
漠
然
と
し
た
施
術

○
交
通
事
故
や
業
務
上
の
負
傷

【
施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
事
項
】

○
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
る
。

○
病
院
治
療
と
重
複
は
で
き
な
い
。

○
施
術
が
長
期
間
の
場
合
は
、
医

　

師
の
診
断
を
受
け
る
。

○
療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自

　

分
で
自
署
（
サ
イ
ン
）
を
す
る
。

○
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

接
骨
院
・
整
骨
院
に
か
か
る
方
へ

施
術
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

ご存じですか？
野焼きは法律で禁止されています
ご存じですか？
野焼きは法律で禁止されています
ご存じですか？
野焼きは法律で禁止されています

問合せ
　○市庁舎別館環境衛生課
　　水・環境保全係
　　℡0897ー52－1382
　○各総合支所市民福祉課
　　生活環境係（東予）
　　市民福祉係（丹原・小松）

　寒さが厳しいこの季節は石油ス
トーブなどの暖房器具による火災
が多く発生します。火災を防ぐた
めに暖房器具の正しい取り扱い方
法などを再認識しておきましょう。

【暖房器具の火災を防ぐ３つのポイント】
①給油・移動のときは必ず火を消す！
　給油・移動をするときは、燃料がこぼれる場合もあり
危険なので必ず火を消し、消火したのを確認しましょう。
②周りにものを置かない！
　カーテンや衣類、布団などの近くで使わないでくださ
い。また、スプレー缶などをストーブやファンヒーター
の近くに放置すると、破裂や爆発するおそれがあります。
③人のいる場所で使う！
　寝ているときは、誰もいないのと同じです。
　就寝時や外出時は必ず火を消しましょう。

　家庭ごみや剪定枝などを野外で燃やす「野焼き」は、
法律で禁止されています。
（宗教行事や農業関係など一部の例外はあります。）
　また、焼却炉の構造には、法律で定められた基準があ
り、基準を満たしていない焼却炉やドラム缶などでの焼
却は、法律違反となります。
　野焼きはダイオキシンなど有害物質の発生、煙や灰、
悪臭など、ご近所の迷惑にもなります。
　快適に生活できるよう、ご協力をお願いします。
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15
日
㈫　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
6
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

31
日
㈭　

市
県
民
税
第
４
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
7
期
分
の

　

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま

　

す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
預
金
残
高
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

１
月
の
市
税
ご
よ
み

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
や
万
が
一
の

事
態
に
備
え
、
み
ん
な
で
前
も
っ

て
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い

を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の
納
め

　

忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
が
受
け

　

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き
方
法

　

年
金
機
構
か
ら
届
く
用
紙
（
黄

色
）
に
記
入
し
て
、
住
民
登
録
を

し
て
い
る
市
区
町
村
の
年
金
担
当

窓
口
か
、
年
金
事
務
所
で
加
入
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
中
の
方

　

は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
保
険
料
（
平
成
24
年
度
）

　

月
額
１
万
４
９
８
０
円

※
月
額
４
０
０
円
を
加
算
し
て
、

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

　

す
付
加
年
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
割
引
（
前
納
制
度
）

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
、
保
険
料
の
割
引
が
受

け
ら
れ
る
「
前
納
割
引
制
度
」
や

「
早
割
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

※
前
納
割
引
制
度
を
利
用
す
る
た

　

め
の
口
座
振
替
の
申
請
は
２
月

　

末
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
場
合
は
？

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
場
合
や
学
生
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
期
間
は
最
長
10
年
あ
り
ま

す
が
、
３
年
目
か
ら
は
一
定
の
額

が
加
算
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
手
続
き
を
！

　

市
で
は
四
国
労
働
金
庫
と
共
同

で
、
勤
労
者
と
そ
の
家
族
の
教
育

資
金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。
対
象

者
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
融
資
額　

　

一
世
帯
２
０
０
万
円
以
内

■
金
利

　

１
・
４
５
㌫

※
別
途
保
証
料
（
0.7
～
1.2
㌫
）
が

　

必
要
で
す
。

■
償
還
期
間

　

５
年
（
据
置
４
年
）

■
融
資
金
の
使
途

　

高
校
卒
業
後
、
就
学
年
２
年
制

以
上
の
学
校
に
お
け
る
教
育
に
必

要
な
費
用

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

労
政
雇
用
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

○
四
国
労
働
金
庫
西
条
支
店

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
８
６
４

勤
労
者
の

教
育
資
金
を
融
資
し
ま
す

第58回
１月26日㈯　鳥インフルエンザウイルスは、海外から渡り鳥により運ばれ、野鳥や野

生動物等を介して伝染すると考えられています。冬期は渡り鳥が多く飛来
します。死亡している鳥を見つけても、むやみに触らずご連絡ください。
　鳥インフルエンザは、感染した鳥との濃厚な接触等の特別な場合を除き
通常、人に感染しないと言われています。日常生活においては鳥の排泄物
等に触れた後には「手洗い」と「うがい」をすれば、過度に心配する必要
はありませんので、冷静な対応をお願いします。
　なお、鳥肉や卵を食べて、人が鳥インフルエンザウイルスに感染するこ
とは、世界的にも報告されていません。
※詳細については、下記ホームページをご参照ください。
○農林水産省「鳥インフルエンザに関する情報」
　http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/index.html
○動物衛生研究所「高病原性鳥インフルエンザ」
　http://niah.naro.affrc.go.jp/disease/poultry/tori_influenza.html
■連絡先　○野鳥が多数死亡している異常を発見した場合
　　　　　　愛媛県東予地方局　森林林業課　℡0898－68－7438
　　　　　○飼育している鶏類に異常を発見した場合
　　　　　　愛媛県東予家畜保健衛生所　　　℡0897－57－9122
　　　　　　西条市役所　農業水産課　℡0897－52－1216
　　　　　　各総合支所　農林水産課

高病原性鳥インフルエンザ

　昭和24年１月26日、法隆寺（奈良県）の金
堂から出火し、1300年の歴史を持つ日本最古
の壁画が焼損しました。
　その後も貴重な文化財の火災が相次いで発
生したことから、文化財を火災・震災等の災
害から保護するとともに国民の文化財愛護思
想の普及高揚を図る目的で、昭和30年に１月
26日が「文化財防火デー」と定められました
　貴重な文化財を火災から守るためには、文
化財関係者の努力だけでなく、地域住民一人
ひとりが文化財を災害から守るための日常の
心配りを積み重ねて行くことが必要です。
　長い歴史の中で先人が守ってきた貴重な文
化財を、後世に受け継いでいくためにも、皆
さまのご協力をお願いします。
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こ
の
た
び
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け

て
、
本
谷
温
泉
ま
つ
り
で
使
用
す

る
組
み
立
て
式
ア
ル
ミ
ス
テ
ー
ジ

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
発
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

　

観
光
振
興
課
観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

▲宝くじの助成金で購入した
　　　　　　組立式アルミステージ

宝
く
じ
の
助
成
金
で

購
入
し
ま
し
た

　

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調

理
師
の
方
は
、
調
理
師
法
に
基
づ

き
、
２
年
ご
と
に
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
調
理
師
免
許
を
取
得
し

て
お
り
、
か
つ
集
団
給
食
施
設
ま

た
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売

業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
で
調
理
に

従
事
し
て
い
る
方
は
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

　

届
出
用
紙
は
保
健
所
お
よ
び
、

愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
届
出
期
間

　

１
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

■
届
出
先
・
問
合
せ

〒
７
９
３

－

０
０
４
２

　

西
条
市
喜
多
川
７
９
６

－

１

　

西
条
保
健
所　

生
活
衛
生
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

（
内
３
４
０
）

URLhttp://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

h25300/1197472_1953.htm
l

調
理
師
業
務
従
事
者
の
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い

　

今
冬
、
四
国
電
力
管
内
で
は
必

要
と
さ
れ
る
電
力
供
給
が
確
保
さ

れ
る
見
通
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
電
力
の
安
定
供
給
の
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
常

生
活
や
産
業
活
動
に
支
障
の
無
い

範
囲
で
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
節
電
期
間

　

平
成
25
年
３
月
29
日
ま
で

■
節
電
時
間
帯

　

平
日
９
時
～
21
時
ま
で

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

産
業
政
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

　

小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
は
市

教
育
委
員
会
が
設
定
し
、
児
童
生

徒
の
居
住
地
に
よ
っ
て
通
学
す
る

学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
保
護
者
か
ら
の
申
請

に
よ
っ
て
校
区
外
通
学
を
許
可
し

て
い
ま
す
。

■
校
区
外
通
学
の
要
件

○
身
体
的
事
情
、
家
庭
的
事
情
な

　

ど
、
市
教
育
委
員
会
が
認
め
る

　

事
情
が
あ
る
場
合

○
浦
山
小
学
校
ま
た
は
田
滝
小
学

　

校
へ
通
学
を
希
望
す
る
場
合

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課　

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

○
各
総
合
支
所

　

市
教
育
委
員
会
各
分
室

冬
季
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

校
区
外
通
学
の
許
可
申
請

■
開
催
日

　

１
月
13
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館

　

10
時
30
分
～

○
西
条
・
小
松
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館

　

13
時
30
分
～

※
２
会
場
で
開
催
し
ま
す
が
、
参

　

加
対
象
地
域
で
会
場
が
異
な
り

　

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
各
会
場
と
も
開
式
30
分
前
か
ら

　

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象

　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
進
学
や
就
職
な
ど
で
、
市
内
に

　

住
民
票
が
な
い
方
で
、
西
条
市

　

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
社
会
教
育
課
ま
で
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

平
成
25
年　

成
人
式

【
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
へ
の

お
誘
い　

第
３
回
野
鳥
写
真
展
】

■
期
間

　

１
月
20
日
㈰
～
２
月
３
日
㈰

　

９
時
～
17
時

■
内
容　

野
鳥
の
会
（
東
予
地
区

連
絡
会
）
会
員
が
日
ご
ろ
の
活
動

で
撮
影
し
た
鳥
達
の
愛
ら
し
い
姿

を
紹
介
。
皆
さ
ん
を
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
に
お
誘
い
し
ま
す
。

■
場
所　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会

日　時 場　　所行　　事　　名
６日 9：00西条市耐寒マラソン大会

13日 9：00 東予運動公園第４回ちびっこ駅伝大会

27日 9：00 東予運動公園西条市駅伝競走大会　東予会場

27日 9：00 小松中央公園
テニスコート第54回社会人普及ダブルス東予地区大会

20日 8：30 ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯアイクラブ　ソフトボール教室

１月のスポーツカレンダー
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■
日
時　

1
月
27
日
㈰

　

受
付
8
時
30
分
～
（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

東
予
運
動
公
園　

ビ
バ

・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
部
門
・
区
間

○
地
域
の
部　
　
　
　

６
区
間

○
中
学
生
男
子
の
部　

６
区
間

○
中
学
生
女
子
の
部　

６
区
間

○
小
学
生
男
子
の
部　

６
区
間

○
小
学
生
女
子
の
部　

６
区
間

※
各
部
門
の
参
加
対
象
に
つ
い
て

　

は
、
申
込
先
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

1
月
11
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
運
動
公
園
管
理
事
務
所　

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

０
３
６
１

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

市
駅
伝
競
走
大
会　

東
予
会
場

　半日で、バレーボール、バスケットボール、ハンド
ボール、フットサルの４種目をトップアスリートに教
えてもらえるスポーツイベントです。

【イベント名（対象）】
　○キッズチャレンジ（市内小学１～３年生）午前
　○キッズクリニック（市内小学４～６年生）午後
　○ボールであそぼう（指導者、保護者、保育所・幼
　　稚園・小学校の先生）
　※ボールであそぼうには、講義と実技があり、実技
　　には、キッズチャレンジの参加者も参加できます。
　※参加方法など詳細は、お問い合わせください。

問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

日時　２月17日㈰　８時50分～16時
場所　総合体育館・ひうち体育館

■
日
時
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

○
初
級
（
全
7
回
）

　

２
月
４
日
㈪
～
13
日
㈬

○
中
級
（
全
7
回
）

　

２
月
14
日
㈭
～
22
日
㈮

■
受
講
時
間

　

10
時
～
12
時

■
場
所　

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
ド
２
０
０
７
を
使

　

っ
た
文
書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

　

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員

○
初
級
20
人　

○
中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

　

決
定
し
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

○
初
級　

１
１
０
０
円
程
度

○
中
級　

１
３
０
０
円
程
度

■
申
込
期
限

　

１
月
22
日
㈫

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
級
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

〒
７
９
３

－

０
０
４
１

　

西
条
市
神
拝
１
５
０
番
地
１

㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
日
時
（
全
６
回
）

　

1
月
29
日
～
３
月
５
日
の
火
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容

　

タ
オ
ル
体
操
、
笑
い
ヨ
ガ
、
栄

養
学
な
ど
、
い
き
い
き
と
し
た
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送
る
た
め
の
き
っ

か
け
講
座

■
対
象　

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方

■
定
員　

25
人
程
度

■
申
込
先　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座

　

国
際
交
流
員
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ

ン
・
グ
ラ
ボ
ー
ス
キ
が
選
ん
だ

本
（
洋
書
）
を
読
み
進
め
な
が
ら
、

内
容
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
世

界
の
傾
向
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
日
時
（
全
８
回
・
週
１
回
程
度
）

　

２
月
18
日
㈪　

開
講

　

19
時
～
20
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
対
象　

　

英
語
の
本
を
あ
る
程
度
読
め
る

方
、
ま
た
は
そ
の
意
欲
の
あ
る
方
。

■
テ
キ
ス
ト　

Globalization:

　

 A Very Short Introduction

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

■
内
容

　

各
自
で
毎
受
講
日
ま
で
に
テ
キ

ス
ト
を
20
ペ
ー
ジ
程
度
読
ん
で
来

て
く
だ
さ
い
。
受
講
時
に
内
容
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間　

　

１
月
７
日
㈪
～
25
日
㈮

■
申
込
先

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
の

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

▲前回の市駅伝競走大会の様子
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【臨時休館】　１月14日㈪・28日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　１月16日㈬　18時30分～20時30分
●内容　基本的なそば打ち体験をします。
●講師　西條そば　甲（きのえ）　荻原甲慎氏　
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　１月９日㈬

●日時　１月20日㈰　10時～13時30分
●内容　西条ベジ「ほうれん草」の料理を３品作
　　　ります。当日はケーブルテレビの取材あり。
●講師　日本料理　和敬（わけい）　竹村竜二氏
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円　　●申込期限　１月11日㈮

●日時　１月11日㈮　18時～20時
●内容　根菜を使った和食の基本料理を作ります。
●講師　野菜ソムリエ　合田麻起氏　
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　１月４日㈮

●日時　２月８日㈮　18時～20時
●内容　冬野菜（白菜・ブロッコリー）の料理、
　　　一汁三菜を作ります。
●講師　野菜ソムリエ　加藤智子氏　
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　２月１日㈮

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
】

■
日
時　

1
月
22
日
㈫　

13
時
30

分
～
16
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

　

市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
、
活
動
体
験
（
点
字
絵
本
）

■
定
員　

20
人
程
度

【
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
（
全
4
回
）

　

1
月
25
日
～
2
月
15
日
の
金
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
。

■
定
員　

20
人
程
度

【
知
的
障
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
（
全
４
回
）

　

1
月
31
日
～
2
月
21
日
の
木
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
２
月
７
日
は
見
学
の
た
め
、

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容　

知
的
障
害
に
つ
い
て
、

障
害
者
支
援
施
設
見
学
、
療
育
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
学
ぶ
。

■
定
員　

20
人
程
度

【
申
込
先
】

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

　

家
族
や
友
人
な
ど
を
い
ざ
と
い

う
時
に
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、

止
血
法
、
異
物
除
去
法
な
ど
応
急

手
当
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
大
切
な
人
の
命
を
守
る

た
め
に
、
応
急
手
当
の
方
法
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

　

１
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先　

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
か
ら
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
が
学
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
・
Ｐ
Ｃ

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。
受
講
時
間
は
60
分
ほ
ど
で
す
。

　

講
習
修
了
テ
ス
ト
で
80
㌫
以
上

正
解
す
る
と
受
講
証
明
書
が
発
行

さ
れ
ま
す
の
で
、
印
刷
ま
た
は
保

存
し
て
い
た
だ
き
、
救
命
講
習
会

の
と
き
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
各
消
防
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

応
急
手
当
て
を
学
び
ま
し
ょ
う

■
日
時　

　

１
月
20
日
㈰
・
２
月
17
日
㈰

　

10
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地

■
対
象　

初
心
者
、
初
級
者

■
定
員　

各
回
ス
キ
ー
20
人
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
10
人
（
先
着
順
）

■
特
典　

園
地
内
リ
フ
ト
無
料

※
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
は
必
要
。

■
申
込
先

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
３
３
１

■
問
合
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
内

　

西
条
市
ス
キ
ー
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
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【
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

　

対
応
・
実
務
セ
ミ
ナ
ー
】

■
日
時　

　

１
月
21
日
㈪　

14
時
～
16
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ　

４
月
１
日
か
ら
施
行

の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
ポ

イ
ン
ト
と
企
業
の
実
務
対
応
策

■
講
師　

グ
リ
ー
ン
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所
代
表　

假か
り
や谷

美
香
氏

【
申
込
先
】

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

商
工
会
議
所
セ
ミ
ナ
ー

【
Ｈ
Ｐ
Ｃ
営
業
１
ｄ
ａ
ｙ
セ
ミ
ナ
ー
】

■
日
時　

1
月
29
日
㈫

　
　
　
　

９
時
30
分
～
17
時

■
申
込
期
限　

1
月
21
日
㈪

■
受
講
料　

１
２
６
０
０
円

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
】

■
日
時　

２
月
19
日
㈫

　
　
　
　

13
時
～
17
時

■
申
込
期
限　

２
月
８
日
㈮

■
受
講
料　

８
４
０
０
円

【
申
込
先
・
主
催
】

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

能
力
開
発
講
座

　

市
内
の
公
立
高
校
へ
通
学
予
定

の
留
学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

■
滞
在
期
間

　

3
月
中
旬
～
平
成
26
年
1
月
初

旬
（
4
月
か
ら
入
学
、
1
・
2
学

期
の
み
通
学
の
予
定
）　

■
条
件　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
で
き
る
家
庭
。

■
問
合
せ

　

㈶
ワ
イ
・
エ
フ
・
ユ
ー
日
本
国

際
交
流
財
団　

地
区
委
員　

渡
辺

ＴＥＬ
０
９
０

－
６
２
８
３

－

６
７
４
９

【
予
備
自
衛
官
補
】

■
受
験
資
格

○
一
般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

○
技
能　

18
歳
以
上
で
国
家
資
格

　
　
　
　

を
有
す
る
方　

■
受
付
期
間　

１
月
か
ら

■
試
験
日　

４
月
頃

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お
よ
び

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
（
平
成
25

年
３
月
卒
業
見
込
者
含
む
）

■
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈮
～
４
月
26
日
㈮

■
試
験
日

○
一
般　

５
月
11
日
㈯

○
パ
イ
ロ
ッ
ト　

５
月
12
日
㈰

【
問
合
せ
】

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

３
２

－

５
３
９
６

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

留
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

東
予
学
舎
は
、
東
京
や
そ
の
周

辺
の
短
期
大
学
以
上
の
大
学
に
在

学
・
入
学
す
る
、
愛
媛
県
東
予
地

区
出
身
の
男
子
学
生
を
対
象
に
し

た
学
生
寮
で
す
。

■
募
集
人
員

　

15
人
程
度
（
選
考
委
員
に
よ
る

書
類
選
考
で
決
定
）

■
施
設
概
要

○
寮
舎　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
（
４
階
建
・
全
室
個
室
）

○
寮
費　

月
額
６
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

 

（
朝
夕
２
食
付
）

○
入
舎
前
納
金　

13
万
円

○
交
通　

京
王
線
西
調
布
駅
よ
り

　
　
　

徒
歩
７
分

■
応
募
期
間　

３
月
25
日
㈪
ま
で

■
注
意
事
項

○
寮
費
な
ど
の
金
額
は
諸
般
の
事

　

情
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

○
申
込
受
付
順
に
随
時
選
考
し
、

　

定
員
に
達
し
た
場
合
は
募
集
を

　

打
ち
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

㈶
東
予
育
英
会　

東
予
学
舎

℡
０
４
２

－

４
８
８

－

６
２
６
１

URLhttp://d.hatena.ne.jp/touyo/

※
募
集
要
項
を
各
高
等
学
校
に
送

　

付
し
て
い
ま
す
。

東
予
学
舎　

舎
生
募
集

■募集する県営住宅の団地名

西条東団地
西条市新田258

新屋敷団地
西条市小松町新屋敷甲2422－2

東予団地
西条市国安158－10

御陣家南団地
西条市丹原町池田1224－20

中耐
３階

簡耐
２階

中耐
４･５階

木造
２階

３ＤＫ（54戸）

２ＤＫ（84戸）

３ＤＫ（80戸）

３ＤＫ（４戸）

型別（管理戸数）構造･階数団　 地 　名

　県営住宅の空家が生じた場合の補欠入居者を募集します。
入居は３月６日㈬以降の空家発生次第となります。
■受付期間　２月１日㈮～８日㈮（土・日曜日を除く）
　※受付時間：８時30分～11時30分・13時～17時
　※申込用紙：１月中旬から申込先で配布。
■抽選日時　３月６日㈬　14時　※入居順位は抽選で決定。
■抽選場所　東予地方局７階中会議室
■申込先　東予地方局３階　建設部管理課
　　　　　℡0897－56－1300（内線406）

県営住宅の補欠入居者を募集します

※家賃は申込者の収入により決定されます。

自
衛
官
募
集

　

県
で
は
、
農
林
漁
業
者
、
商
工

業
者
が
協
力
し
て
新
商
品
開
発
な

ど
に
取
り
組
む
「
農
商
工
連
携
」

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
た
び

「
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
」
を
構
築
し
、

メ
ー
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活

用
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
各
種

補
助
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
会
員
登

録
は
無
料
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
産
業
政
策
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
４
７
１

URLhttp://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

h30100/1196966_2239.htm
l

農
商
工
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
」
会
員
募
集



●丹原地域小・中学生作品展
　丹原地域の小・中学生による絵と工作を展示します。
期間　～１月11日㈮まで
●愛蔵品展
　市民の方が所有している書画や骨董などを展示します。
期間　１月16日㈬～30日㈬

【開館時間】８時30分～17時　
【１月休館日】月曜日、１日㈫～３日㈭

●干支の郷土玩具展
　巳年にちなんだ、全国の伝統的郷土玩具を展示します。
期間　～１月29日㈫まで
●現代・日本の手仕事展・販売会
　前日本民芸協会理事で、手仕事フォーラム代表の久野
恵一氏による、日本の手仕事作品展の展示と販売会。
　14日の14時からは、久野氏のギャラリートーク「民芸
の旅」を開催します。　　期間　～１月14日㈪まで

【開館時間】９時～16時30分
【年始休館日】月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬

●特別展示「刀匠今井貞重～日本刀鍛錬所とその作品～」
　「鉄心入道平貞重」こと今井貞
重は、親子二代で刀鍛冶として活
躍。二代目貞重は、西条市指定の
無形文化財保持者でした。
　その鍛錬所は平成24年１月に解
体されて地元集会所に建て替わり
ました。今回は、「日本刀鍛錬所」
当時の写真や使われた道具、貞重
の作刀を紹介します。
期間　～２月24日㈰まで　

【開館時間】９時～17時30分
【１月休館日】水曜日、１日㈫～３日㈭、15日㈫、31日㈭

河之内甲494番地
TEL0898－66－0372

毎月26日「お風呂の日」は
★椅子式全身マッサージ器無料開放！
★ポイント２倍デー！

年中無休　※清掃日は13時まで札止め。
●清掃日　本館・家族風呂：毎週水曜日
　　　　　新館：第２・４金曜日
●入　浴　９時～22時（札止め：21時30分）
●宿　泊　チェックイン：15時　チェックアウト：10時

毎月６・16・26日は
★椅子式全身マッサージ器無料開放！

●市内小・中学生無料開放日
日時　１月５日㈯・12日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　１月26日㈯　10時30分～11時　対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】 10時～21時　
【１月休館日】月曜日（14日開館）、１日㈫～４日㈮、15日㈫

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【１月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日（２日営業）

●“高橋 毅”入山800回記念「石鎚の四季」
　　　　　　　　　　　　   写真スライドとトークショー
　オアシス館の石鎚写真館でおなじ
みの写真家・高橋毅さんは、50年間
で800回、石鎚山に入山されました。
石鎚山の素顔を撮り続けた貴重な作
品を見ながら、感動的なお話を聞いてみませんか。
日時　１月26日㈯　19時30分～20時30分
場所　オアシス館３階　大ホール
入場料　無料（整理券必要）
　　　※整理券配布場所
　　　　○オアシス館　○観光交流センター
　　　　○総合・丹原文化会館　○各総合支所総務課
　　　　○市内各図書館
●第８回半川奇行陶墨展
　各地の桜を題材にした墨彩画と遊び心
いっぱいの陶芸作品を展示しています。
期間　１月１日㈫～29日㈫
場所　椿交流館

●特別展示
　　　風景画展
期間　１月５日㈯～30日㈬

【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬

●和紙教室作品展
　俳画、ちぎり絵、染紙など、和紙
教室受講生の作品を展示しています。
期間　～２月11日㈪まで

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【１月休館日】月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬
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行事・教室名

６日㈰
11：00～12：00

５日㈯
10：00～12：00

パソコン教室
５回シリーズ

12日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：10人
３年生以下は保護者同伴

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース

５歳～小学生　定員：20人
材料費：200円
幼児は保護者同伴　

囲碁教室 ６日㈰
13：30～15：00

13日㈰
10：00～12：00

子どもとその保護者
無くなり次第終了（無料）

小学４年生以上　定員：８人
申込期限：１月５日㈯
４年生は保護者同伴

新春！西条の名産を知ろう
みんなで七草がゆをたべよう

七宝焼教室

小学生　定員：20人
２年生以下は保護者同伴

14日㈪
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円
作品のお渡しには３週間ほどかかります

はさみ切りえ教室

電子工作教室
電子楽器を作って調律しよう

おもしろ紙ねんど教室

毎週日曜日
（６日～）
14：00～16：00

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日（14日開館）１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬

▼　プラネタリウム情報　▼
クレヨンしんちゃん　かすかべ防衛隊
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜日・祝日：
　　11時、13時10分、14時20分、
　　15時30分　
　※第２・４土曜日の11時の
　　１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円
　　（幼児、65歳以上の方は無料）

こどもの国　１月の行事予定表

●のみの市
　ご家庭に不用品があれば
ご提供ください。
日時　１月４日㈮～14日㈪

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
※２月の行事予定表は、１月17日㈭からこどもの国にあります。

●木工教室
フラワーチェアを作ってみませんか。
日時　１月12日㈯・26日㈯　13時30分～15時30分
定員　６人　　材料費　500円
申込締切　１月８日㈫　
●水彩画教室
初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　１月11日㈮・18日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　１月９日㈬・23日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●１月企画展「2012第61回秋季県展入選作品展・洋画」
期間　１月４日㈮～23日㈬　※最終日は17時まで
●「加藤春美社中池坊ミニ花展」
期間　１月26日㈯・27日㈰　※最終日は17時まで

【開館時間】９時～22時　
【１月休館日】月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬

四国鉄道文化館
●ペーパークラフト体験教室
　０系新幹線やＮ700系の車両を制作します。
日時　１月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯　11時～12時
●ＳＬプレート拓本体験
　ＳＬに装着されていたプレートのナンバーを、紙に
写し取ります。
日時　１月６日㈰・20日㈰　11時～12時
●写真展「宇高連絡船」
　瀬戸大橋完成まで、四国と本州を結ぶ大動脈だった
宇高連絡船の姿を写真で振り返ります。
日時　１月17日㈭～２月26日㈫

【開館時間】８時～19時
【１月休館日】水曜日（２日開館）、４日㈮　※観光交流センターは無休

日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の読み聞かせ

26日㈯
13：30～15：30

ストーリーテリング
毎週土曜日
11：00～11：30

20日㈰
13：30～16：30

19日㈯
13：30～15：30

19日㈯
10：00～12：00

５歳～小学６年生　定員：30人
材料費：500円
幼児は保護者同伴

グラスアート教室

絵画教室 小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

イラスト教室

小学生　定員：24人

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース将棋教室 27日㈰

13：30～15：00

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや 毎週土曜日

14：00～14：30

新春小学生将棋大会

小学３年～中学生
定員：20人　材料費：100円

●西条の丘陵遺跡展
　西条の丘陵遺跡を代表する八
堂山では、食用に供されたと思
われる貝殻が多量に出土してい
ます。2000年前の海岸線を想像
しながら、食文化について考えてみませんか。
期間　１月４日㈮～30日㈬
●火おこし体験
日時　１月20日㈰・27日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。

【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬
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●ゲーム遊び（要申込）
　１月12日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生
　定員：15人
●バルーンアート（要申込）
　１月19日㈯　14時～15時
　対象：小学生
　定員：15人

●茶道クラブ
　１月12日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　１月19日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児～小学３年生
●みんなで遊ぼうデー「お正月遊びをしよう」
　１月19日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
●たこあげ大会（要申込）
　１月26日㈯　10時～11時　　対象：幼児・小学生
　定員：30人

●土曜あそび隊「ジャンボカルタとり」（要申込）
　１月５日㈯
　10時30分～11時30分　
　対象：小学生　定員：20人
●もちつき大会（要申込）
　１月20日㈰
　10時～12時
　対象：幼児・小学生
　定員：50人

●こども映画会「長ぐつをはいたネコ」
　１月５日㈯　13時30分～15時
●かんたん工作「カレンダー作り」
　１月12日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
●もちつき大会（要申込）
　１月27日㈰　10時30分～12時　　対象：幼児・小学生
　定員：20人
●リトミック（要申込）
　１月30日㈬　10時30分～11時　　対象：２歳～未就学児親子
　定員：10組

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【１月休館日】月曜日、１日㈫～３日㈭、15日㈫

西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　  ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【１月休館日】西条図書館：１日㈫～３日㈭、31日㈭　　　　　　　　　　東予図書館：月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬、31日㈭
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、１日㈫～３日㈭、15日㈫、31日㈭　　小松温芳図書館：水曜日、１日㈫～３日㈭、15日㈫、31日㈭

●４・18日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
●11・25日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●12日・26日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40
●６日・20日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　１月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　１月23日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　１月23日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　１月12日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　１月24日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　１月26日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●７日・21日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●15日・29日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00
●９日・23日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40
●16日・30日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●10日・24日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

▼特別館内整理期間に伴い、次の日程で休館します
　西条図書館：２月21日㈭～28日㈭
　東予図書館：３月３日㈰～11日㈪
　丹原図書館：２月12日㈫～19日㈫
　小松温芳図書館：１月30日㈬～２月８日㈮
　※整理期間中の図書館の図書は、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか、開館している図書館をご利用ください。
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●ゲーム遊び（要申込）
　１月12日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生
　定員：15人
●バルーンアート（要申込）
　１月19日㈯　14時～15時
　対象：小学生
　定員：15人

●茶道クラブ
　１月12日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　１月19日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児～小学３年生
●みんなで遊ぼうデー「お正月遊びをしよう」
　１月19日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
●たこあげ大会（要申込）
　１月26日㈯　10時～11時　　対象：幼児・小学生
　定員：30人

●土曜あそび隊「ジャンボカルタとり」（要申込）
　１月５日㈯
　10時30分～11時30分　
　対象：小学生　定員：20人
●もちつき大会（要申込）
　１月20日㈰
　10時～12時
　対象：幼児・小学生
　定員：50人

●こども映画会「長ぐつをはいたネコ」
　１月５日㈯　13時30分～15時
●かんたん工作「カレンダー作り」
　１月12日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
●もちつき大会（要申込）
　１月27日㈰　10時30分～12時　　対象：幼児・小学生
　定員：20人
●リトミック（要申込）
　１月30日㈬　10時30分～11時　　対象：２歳～未就学児親子
　定員：10組

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【１月休館日】月曜日、１日㈫～３日㈭、15日㈫

西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　  ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【１月休館日】西条図書館：１日㈫～３日㈭、31日㈭　　　　　　　　　　東予図書館：月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬、31日㈭
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、１日㈫～３日㈭、15日㈫、31日㈭　　小松温芳図書館：水曜日、１日㈫～３日㈭、15日㈫、31日㈭

●４・18日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
●11・25日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●12日・26日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40
●６日・20日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　１月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　１月23日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　１月23日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　１月12日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　１月24日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　１月26日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●７日・21日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●15日・29日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00
●９日・23日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40
●16日・30日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●10日・24日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

▼特別館内整理期間に伴い、次の日程で休館します
　西条図書館：２月21日㈭～28日㈭
　東予図書館：３月３日㈰～11日㈪
　丹原図書館：２月12日㈫～19日㈫
　小松温芳図書館：１月30日㈬～２月８日㈮
　※整理期間中の図書館の図書は、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか、開館している図書館をご利用ください。

　

Ｍ
さ
ん
は
、
37
年
間
に
わ
た
り

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
77
歳
の
誕
生
日
に
会
社

の
制
限
年
齢
を
迎
え
た
こ
と
を
機

に
引
退
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
女
性
の
タ
ク
シ
ー
運
転

手
は
め
ず
ら
し
い
時
代
で
し
た
。

女
性
で
あ
っ
て
も
男
性
と
同
じ
よ

う
に
仕
事
が
で
き
る
…
と
信
じ
て

タ
ク
シ
ー
業
界
に
入
っ
た
Ｍ
さ
ん

は
、
い
つ
も
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
り
、

一
日
も
欠
勤
せ
ず
に
ハ
ン
ド
ル
を

握
り
続
け
た
こ
と
を
誇
り
に
し
て

い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
高
齢
の
男
性
を
乗
せ

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
目
的
地
は

墓
地
だ
と
い
う
の
で
連
れ
て
行
く

と
、
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
手
足

で
一
生
懸
命
墓
石
の
掃
除
を
始
め

ま
し
た
。
妻
の
墓
と
い
う
こ
と
で
、

Ｍ
さ
ん
も
一
緒
に
手
伝
い
、
き
れ

い
に
清
掃
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
そ
の
男
性
か
ら
乗
車

の
指
名
が
よ
く
か
か
っ
て
き
た
そ

う
で
す
。
手
伝
っ
て
く
れ
た
お
礼

の
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
引
退
す
る
最
後
の
日
に

乗
せ
た
お
客
さ
ん
は
、
今
日
で
引

退
す
る
こ
と
を
話
す
と
、
最
後
の

客
に
な
れ
た
こ
と
に
感
激
し
、
料

金
と
は
別
に
「
ご
祝
儀
」
を
差
し

出
し
た
そ
う
で
す
。

　

Ｍ
さ
ん
は
、
「
女
性
の
与
え
る

安
心
感
や
細
や
か
な
対
応
は
、
タ

ク
シ
ー
運
転
手
に
と
っ
て
最
も
必

要
な
こ
と
、
女
性
で
あ
っ
て
も
こ

の
世
界
で
男
性
に
負
け
な
い
仕
事

は
で
き
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

深
夜
、
最
後
の
乗
務
を
終
え
て

会
社
に
戻
り
、
37
年
間
の
運
転
手

人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
車
を

い
つ
く
し
む
よ
う
に
丹
念
に
ブ
ラ

シ
を
か
け
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
社
会
的
習
慣
に
よ
っ

て
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
男
性
像
」

「
女
性
像
」
が
あ
っ
て
も
、
自
分

の
能
力
や
個
性
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
ら
し
く

人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
も
っ
と
女
性
に
も
こ
の
世

界
に
飛
び
込
ん
で
も
ら
い
た
い
…

と
Ｍ
さ
ん
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
生
ま
れ

つ
き
の
性
別
の
ほ
か
に
、
習
慣
や

社
会
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た

男
性
、
女
性
の
別
を
言
い
ま
す
。

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

が
差
別
や
偏
見
に
つ
な
が
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

ある女性ドライバー〈ジェンダーを考える〉
西条市教育委員会 丹原分室№98

臨床心理士による
「こころの健康電話相談」

　１月１日付けで、法務大臣から次の方が人権擁護委員
に委嘱されました。

人権擁護委員が委嘱されました

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　心配事や悩み事を抱えて、一人で悩んでい
ませんか。
　家庭や職場、心と身体の不調
などについて、臨床心理士
が電話で相談に応じます。

■
個
人

○
田
坂
幸
（
大
町
）

○
柳
瀬
英
子
（
壬
生
川
）

○
鈴
木
清
志
（
上
市
）

○
山
下
美
津
子
（
三
芳
）

○
十
亀
直
敏
（
河
之
内
）

○
大
亀
隆
晴
（
丹
原
町
来
見
）

■
各
種
団
体

○
西
条
高
等
学
校

○
愛
媛
県
東
予
地
方
局
課
税
課

○
創
作
の
家
陶
芸
ク
ラ
ブ

○
高
砂
演
歌
ク
ラ
ブ

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
ら
ー
め
ん
工
房
り
ょ
う
花
壬
生
川
店

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
い
し
づ
ち

○
丹
原
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

○
中
川
小
学
校

■日時
　１月27日㈰　９時～17時
■電話番号（当日のみ）
　089－956－2810・089－956－2811
■主催
　愛媛県臨床心理士会 ■問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243

　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき委嘱された
私たちの街の相談パートナーです。
　暮らしの中での悩みや心配事、困り事のある方は、お
近くの人権擁護委員にご相談ください。相談は無料で、
秘密は固く守られます。
　人権相談は毎月実施しており、日程や実施場所は、定
期無料相談（30ページ）に掲載しています。

○國田典良氏（中西）・・・新任
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①　七草は水気を切り、長いものは適当な大きさに切る。
②　海老は背ワタと殻を除いて１㎝程度に切り、タマネギ
　は薄切りにする。
③　昆布茶と水を合わせて溶かし、小麦粉と片栗粉を加え
　混ぜ合わせる。
④　七草と海老、タマネギを合わせて分量外の小麦粉を振
　り入れてまぶし、③と合わせる。
⑤　170度の油で適量ずつ揚げる。
⑥　器に盛り、塩・抹茶塩・カレー塩を添えて完成。

　新鮮な西条の七草と地元産
米で作った七草粥を、無料で
振る舞います。
　名水「うちぬき」で炊いた
おいしい七草粥です。
　ぜひご賞味ください。

西条産品を知ろう！　　　　主催：ＪＡ西条

栄養士チェック
　春の七草は、ビタミンＡやビタミンＣ、鉄、カルシウム
などの栄養をそれぞれ豊富に含んでおり、冬に不足しがち
な栄養分を補ってくれます。また、消化酵素のジアスター
ゼをたくさん含んでいるので消化を助けてくれるほか、体
に良い効能が多くあるため、漢方薬としても使われます。

栄養価（１人当たり）

材　料（４人分）

　
「
芹
な
ず
な　

御
形
は
こ
べ
ら　

仏
の

座　

す
ず
な
す
ず
し
ろ　

こ
れ
ぞ
七
草
」。

　

春
の
七
草
を
詠
ん
だ
こ
の
歌
は
、
室
町

時
代
初
期
に
書
か
れ
た
源
氏
物
語
注
釈
書

「
河
海
抄
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
七
種
の

若
菜
が
原
典
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
月
七
日
に
七
草
粥
を
食
べ
る
風
習
は

古
く
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代
の
よ
う

な
形
式
が
一
般
に
定
着
し
た
の
は
江
戸
時

代
か
ら
で
、
当
時
の
将
軍
も
公
式
行
事
と

し
て
食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
る
春
の
七
草
は
、
長

年
に
わ
た
る
徹
底
し
た
品
種
管
理
や
栽
培

技
術
の
更
新
に
よ
り
、『
西
条
の
七
草
』

と
し
て
愛
媛
県
の
「
愛
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
産

ＪＡ西条
ジュニア野菜ソムリエ
真木　智子さん

　七草粥は、お正月のごちそうで
疲れ気味の胃袋を癒やしてくれま
す。お粥以外の料理には、今回ご
紹介のレシピのほか、鍋物やパス
タなどの具材にもお勧めです。
　滋養豊かな西条の七草で、身も
心もリフレッシュしてください。

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 215kcal　　タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥ 11.4ｇ
脂質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.4ｇ

品
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
条
の
七
草
は
名
水
「
う
ち
ぬ
き
」
と

温
暖
な
気
候
に
育
ま
れ
、
み
ず
み
ず
し
い

お
い
し
さ
が
好
評
で
、
京
阪
神
を
中
心
に

全
国
へ
約
１
０
０
万
パ
ッ
ク
を
出
荷
し
、

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

七草のかき揚げ七草のかき揚げ

春の七草 ‥‥‥‥‥‥‥ ２セット　　海老（大）‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８尾
タマネギ ‥‥‥‥‥‥‥ １／２個　　昆布茶 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ１
水 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １／２カップ　　小麦粉 ‥‥‥‥‥‥ １／２カップ
片栗粉 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ２　　揚げ油 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
塩・抹茶塩・カレー塩 ‥‥‥ 適量

ＪＡ西条

疲
す
紹
タ

★日時　１月７日㈪　10時～12時
　　　　※雨天決行。無くなり次第終了します。

★場所・振舞数

　○ＪＲ伊予西条駅前　　300食
　○食の創造館　　　　　100食

七草粥を無料で振る舞います

※ＪＡ西条水都市本店・武丈店・新居浜店でも実施します。

せ
り

ご
ぎ
ょ
う

ほ
と
け

か
か
い
し
ょ
う

ざ

広報さいじょう　2013　１月号 26



　西条市では、次世代を担う青少年の健
全育成のため、トップアスリートによる
各種スポーツ教室を開催しています。
　11月25日には宝くじの収益による助成
を受け、陸上男子400メートル走の日本
記録保持者である髙野進先生により陸上
競技教室が、また12月１日には全日本ジ
ュニア・ナショナル専任コーチのモハマ
ド・イズワン・ビン・イブラヒーム先生
によりバドミントン教室が、さらに同９
日には元全日本王者の宮崎正裕先生によ
り剣道教室を行いました。
　小中学生ら合わせて約250人がトップ
レベルの技術と指導に触れ、2017年に開
催される「えひめ国体」を見据えた地域
の競技力の底上げが図られました。

　自衛消防隊員
の消防技術の習
得や初期消火活
動の迅速化を目
的に11チームが
参加した大会。
日ごろの訓練の
成果を発揮した
㈱クラレ西条事
業所チームが第
一位に輝きまし
たが、どの参加
者も真剣な表情
で、機敏で正確
な操法を披露し
ていました。

　瀬戸内海と太平洋とを最短距離で結ぶ国道194号は、新寒風山
トンネルで高知県いの町と接しています。このほど西条市といの
町の交流を促進し、国道194号の利用促進を図るバスツアーが行
われ、参加した皆さんはそれぞれのまちの魅力を堪能しました。

　今回で５回目と
なる小松中央公園
での「椿」・千年
の森づくり事業で
は今年も参加者に
よって椿の苗木百
本が植えられ、ま
た東予ロータリー
クラブからは篤山
椿の寄贈もいただ
きました。
　小松地区以外か
らの参加者も増え
ており、植樹を通
じて交流の輪が広
がっています。

　平成21年６月開館
の西条図書館の来館
者が150万人を達成
しました。節目とな
った方々は、新居浜
市の小林葉さん(８
歳)と景君(５歳)の
姉弟で、おじいちゃ
ん・おばあちゃんと
の来館でした。これ
までもよく西条図書
館を利用いただいて
いたそうです。

　今年も収穫期の恒
例イベント「丹原町
産業まつり」が開催
されました。当日は
曇り空の広がる少し
寒い天候でしたが、
大興奮の景品付き餅
投げで会場は盛り上
がり、新米の試食、
つきたて餅・手づく
り食品・木工製品等
の販売や、干し柿づ
くりやドライブシミ
ュレーターの体験コ
ーナーなど、多くの
人出がありました。

　水の都を散策しながら史跡や街並み
を探訪するウォークラリーには、３つ
のコースに約350人が参加してまちの
魅力を再確認していました。また、西
条図書館北側の中央緑地で催されたグ
ルメ朝市や環境イベントも、終日多く
の人でにぎわっていました。

紅葉のなか「国道194号利用促進バスツアー」

11/10  西条図書館来館者 150万人 達成

12/2  うちぬきウォークラリー2012

11/23 千年先の 椿の森 に思いをはせて…

12/2  丹原町 産業 まつり

指揮者の号令のもと火点めがけ勢いよく放水開始！

　

紙
の
ま
ち「
い
の
町
」で

　
　
　
　
　

和
紙
の
紙
漉
き
に
挑
戦

こ
の
木
が
大
き
く
育
っ
た
ら
三
人
揃
っ
て
見
に
来
て
ね
！

受
付
を
済
ま
せ
て

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
出
発

▲ 宮崎正裕 剣道教室 ▲ モハマド・イズワン・ビン・イブラヒーム バドミントン教室 ▲ 髙野　進 陸上競技教室

トップアスリートの直接指導で１ランク上の技術を磨け！　～次世代育成支援スポーツ事業～

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
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俳
　
句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

神
話
聞
く
冬
夕
焼
に
い
だ
か
れ
て

　
　
　
伊
藤
通
友

握
手
し
て
別
る
る
友
や
里
の
秋

　
　
　
　
高
橋
和
子

山さ

ざ

ん

か

茶
花
の
白
ば
か
り
な
る
静
け
さ
よ

　
　
三
好
清
信

峡
一
戸
紅
葉
の
坂
を
郵
便
夫

　
　
　
　
　
川
原
利
代

誘
わ
れ
る
ま
ま
に
こ
の
道
萩
の
花

　
　
　
　
橋
容
子

大
根
の
半
分
で
足
る
厨
ご
と

　	

　
　
　	

三
谷
福
美

七
五
三
母
な
る
人
の
美
し
く

　
　
　
　
　
青
野
義
明

お
隣
の
柘ざ

く

ろ榴
は
割
れ
て
い
い
天
気
　
　
藤
田
ウ
メ
ノ

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

電
話
あ
り
玄
関
見
れ
ば
友
の
靴
　
　
　
　
一
色
早
苗

趣
味
一
つ
両
手
に
余
る
友
が
出
来
　
　
木
原
恵
美
子

ち
ょ
っ
と
だ
け
お
邪
魔
し
ま
す
が
三
時
間
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
智
明

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
行
動
す
れ
ば
叶
う
は
ず
　
首
藤
一
志

独
居
老
自
問
自
答
の
よ
っ
こ
ら
し
ょ
　
　
越
智
幸
子

一
掴
み
大
根
洗
う
空
の
雲
　
　
　
　
　
　
三
好
清
信

譲
り
合
い
丸
く
お
さ
め
る
嫁
姑
　
　
曽
我
部
み
ち
子

残
照
へ
明
日
の
希
望
を
一
つ
混
ぜ
　
　
藤
原
眞
佐
美

　
短
　
歌	

　
　
　	

	
	

藤

田

虎

雄

選

月
明
り
頼
り
に
稲
刈
る
影
が
あ
り
明
日
は
雨
と
か
天

気
予
報
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
ま
ゆ
み

朝
ぼ
ら
け
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
裏
庭
に
鳴
き
声
た
の
し

ひ
さ
び
さ
の
す
ず
め

　
　
　
　
　
　
　
豊
島
キ
ヨ
ノ

間
引
き
菜な

を
茹ゆ

で
し
青
さ
と
こ
の
匂
い
食

し
ょ
く

が
進
む
を

幸
せ
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
喜
代
子

山さ

ざ

ん

か

茶
花
の
咲
き
競
う
様さ

ま

眺
め
お
り
父
愛
用
せ
し
ソ

フ
ァ
ー
に
座
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
三
重
子

霜
月
を
迎
え
て
ま
た
も
想
う
事

　
亡き

み夫
を
見
舞
い
し

日
々
の
明
け
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
百
合
子

手
術
後
の
辛つ

ら

き
日
々
に
も
短う

た歌
を
詠よ

む
こ
と
の
わ
れ

に
は
有
る
を
思
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
垂
水
多
喜
代

高
級
の
ホ
テ
ル
の
如
き
新
病
院
看
護
師
さ
ん
ら
も
皆

美
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
　
末
子

握
手
せ
し
あ
の
日
の
指
よ
あ
の
笑
顔
よ
思
い
出
哀か

な

し

森
光
子
の
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
幸
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵

送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

▲英会話教室講師
　エリック・
　　ジャンセンさん

                                　　　 　　　　　　西条の皆さん、はじめまして。私はエリック・ジャンセ

                                  　　　　　　ンといいます。今年８月、アメリカのミシガン州デトロイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ト市から英会話教室で英語を教えるために来ました。まだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　３カ月しか経っていないけれども、西条では楽しい日々を

　過ごしています。

  　来日前、日本の事はまったく知らなかったので、ここでいくつも素晴らしい体験ができ、心

　から感謝しています。西条まつりのような大規模な祭りは初めての体験でした。皆さんのエネ

　ルギーはとても印象が強かったです。アメリカにはそういうコミュニティーの祭りはあまりあ

　りません。びっくりしました。そして、何より日本料理はおいしいです。アメリカでお寿司を

　食べたことはありますが、日本でお寿司を食べた後、お寿司の魅力を知りました。

　　数日前、友だちと石鎚山に登る機会がありました。せっかくのチャンスなので挑戦してみま

　した。頂上から見た壮大な風景に感動しました。何回も登りたいです。西条のいろんなところ

　を探検し、もっともっとここの魅力が分かるようになることを楽しみにしています。皆さん、

　よろしくお願いします！

こんにちは！
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■行政相談
○１月８日㈫ ・２月５日㈫ 13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○１月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○１月22日㈫　９時～12時　中川公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○１月８日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○１月18日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
■人権相談
○１月８日㈫　13時～17時　丹原福祉センター
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○月～金曜日（祝日・年末年始除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は１月４日㈮～）
○１月９日㈬・23日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○１月16日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は16頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　１月22日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険等相談
　１月10日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■社会保険出張相談
　１月16日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■不動産無料相談
　１月８日㈫　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　１月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※１月19日㈯　10時～12時　たんぽぽくらぶ（小松東保育所内）でも
　専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日・年末年始除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日・年末年始除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日・年末年始除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　１月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2 会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　１月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　１月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　８時30分～17時　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■四国一斉！法務局休日相談所
　登記、戸籍、供託、人権問題、公証、遺言及び土地の
境界などの相談に応じます。
日　時　１月27日㈰　10時～15時　　
場　所　イオンモール新居浜２階イオンホール
担当者　法務局職員、公証人、人権擁護委員、司法書士、
　　　　土地家屋調査士
問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0897－56－0188

■労災職業病無料健康相談会
日　時　２月２日㈯　13時～　労災職業病、労災補償等説明会
　　　　　　　　　　14時～16時　個別健康相談
場　所　総合福祉センター３階研修室(1)
必要な物　自身の働いた記録（厚生年金記録、雇用保険記録）
　　　　　や会社の健康診断記録など
問合せ　全日本建設交運一般労働組合愛媛県本部
　　　　℡089－976－5550（土・日曜日・祝日は除く）

■東予若者サポートステーション出張相談会
日　時　１月８日㈫・22日㈫　13時～17時（完全予約制）　　　　場　所　ハローワーク西条
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181（月～水・金曜日：10時～18時　木曜日：11時30分～19時30分）
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■
花
粉
症
と
は

　

今
年
も
、
も
う
す
ぐ
花
粉
症
の

季
節
が
到
来
し
ま
す
。
春
の
訪
れ

の
前
に
、
花
粉
症
の
患
者
さ
ん
を

悩
ま
せ
る
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
2
月
中
旬
か
ら
の

ス
ギ
花
粉
に
始
ま
っ
て
、
3
月
中

旬
か
ら
の
ヒ
ノ
キ
花
粉
、
5
月
か

ら
の
カ
モ
ガ
ヤ
花
粉
と
続
き
ま
す
。

　

日
本
で
は
花
粉
症
の
原
因
と
な

る
植
物
が
約
60
種
類
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ギ
の
花
粉
症

患
者
さ
ん
の
中
に
は
ヒ
ノ
キ
花
粉

に
も
反
応
す
る
方
も
多
く
、
複
数

の
花
粉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
方

の
場
合
、
つ
ら
い
症
状
が
数
カ
月

も
持
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

花
粉
症
と
は
、
前
述
の
よ
う
な

植
物
の
花
粉
が
原
因
で
起
こ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
症
の
総
称
で
す
。
主
な

症
状
は
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻

づ
ま
り
で
す
が
、
患
者
さ
ん
に
よ

っ
て
は
鼻
の
症
状
に
加
え
て
、
目

の
か
ゆ
み
、
耳
や
の
ど
の
違
和
感

と
い
っ
た
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

重
症
例
で
は
、
ひ
ど
い
鼻
づ
ま
り

で
十
分
な
睡
眠
が
と
れ
ず
、
昼
間

の
集
中
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
最
近
の
花
粉
症
の
傾
向

　

日
本
の
花
粉
症
の
有
病
率
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
最

近
の
報
告
に
よ
る
と
日
本
人
の
約

25
パ
ー
セ
ン
ト
が
花
粉
症
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
成
人
期
か
ら
の

発
症
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
花
粉
症

で
す
が
、
近
年
、
小
学
生
や
幼
児

期
か
ら
の
発
症
が
多
く
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
児
の
花

粉
症
患
者
は
ダ
ニ
や
ホ
コ
リ
と
い

っ
た
通
年
性
の
抗
原
に
も
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
多

く
、
ま
た
中
に
は
喘
息
や
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
の
合
併
も
み
ら
れ
ま

す
。
幼
児
、
学
童
期
か
ら
の
発
症

の
場
合
、
鼻
炎
の
期
間
が
長
く
な

り
、
中
耳
炎
や
副
鼻
腔
炎
（
ち
く

の
う
症
）
を
併
発
す
る
児
童
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
の
患
者
増
加
の
原
因
と
し

て
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
面

積
の
増
加
に
加
え
、
植
林
地
の
管

理
不
足
に
よ
る
伐
採
量
の
低
下
で
、

花
粉
の
飛
散
量
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
都
市
整
備

に
よ
っ
て
道
路
の
舗
装
化
が
進
み
、

花
粉
が
地
面
に
吸
着
さ
れ
ず
に
い

つ
ま
で
も
飛
散
し
続
け
て
し
ま
う

こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
す
。

　

花
粉
量
の
増
加
だ
け
で
は
な
く
、

我
々
の
免
疫
力
の
低
下
も
花
粉
症

患
者
の
増
加
の
要
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど

の
大
気
汚
染
に
よ
り
鼻び

こ
う腔
の
粘
膜

が
常
に
軽
い
炎
症
に
さ
ら
さ
れ
、

自
己
免
疫
系
の
過
剰
反
応
に
よ
っ

て
以
前
よ
り
も
強
く
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
ご
ろ
の
対
策

　

自
分
で
で
き
る
花
粉
症
の
対
処

法
は
、
体
内
に
入
る
花
粉
の
量
を

で
き
る
だ
け
減
ら
す
工
夫
を
す
る

こ
と
で
す
。
外
出
時
に
マ
ス
ク
や

メ
ガ
ネ
を
着
用
し
た
り
、
帰
宅
時

に
は
家
に
入
る
前
に
上
着
を
は
た

き
、
手
洗
い
や
う
が
い
を
行
う
こ

と
が
有
効
で
す
（
最
近
は
マ
ス
ク

や
防
護
メ
ガ
ネ
も
性
能
の
優
れ
た
、

お
し
ゃ
れ
な
も
の
が
増
え
て
き
ま

し
た
）。

　

花
粉
の
飛
散
量
は
、
毎
日
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
飛
散
量
が

多
い
日
は
外
出
を
控
え
た
り
、
洗

濯
物
を
戸
外
で
干
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
工
夫
で

症
状
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
完
全
に

花
粉
を
遮
断
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
症
状
に
応
じ

て
治
療
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

■
主
な
治
療
方
法

　

花
粉
症
は
現
在
、
確
立
さ
れ
た

根
治
療
法
が
な
く
、
治
療
は
対
症

療
法
が
主
体
と
な
り
ま
す
。
主
な

治
療
方
法
は
、
内
服
薬
や
点
鼻
薬
、

点
眼
薬
な
ど
を
使
っ
た
薬
で
の
治

療
で
す
。
最
近
で
は
、
内
服
薬

も
眠
く
な
り
に
く
い
も
の
や
、
鼻

づ
ま
り
に
有
効
な
も
の
、
一
日
一

回
の
内
服
の
も
の
、
水
な
し
で
服

用
で
き
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

特
徴
を
も
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
販
薬
も
以
前
と
比
べ
る
と
効

果
的
な
も
の
が
で
て
い
ま
す
。
市

販
薬
で
あ
ま
り
症
状
の
改
善
が
得

ら
れ
な
い
場
合
は
、
一
度
専
門
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
最
近
で

は
内
服
薬
の
「
初
期
療
法
」
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
粉
の
本
格

飛
散
の
約
二
週
間
前
か
ら
内
服
治

療
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
シ
ー
ズ

ン
中
の
症
状
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

通
常
の
内
服
薬
で
改
善
が
み
ら

れ
な
い
よ
う
な
重
症
例
や
通
年
性

の
鼻
炎
患
者
さ
ん
に
は
、
手
術
治

療
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日

帰
り
手
術
で
で
き
る
鼻
腔
粘
膜
の

レ
ー
ザ
ー
焼
灼
術
や
、
入
院
治
療

に
な
る
下
鼻
甲
介
切
除
術
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
花
粉
の
飛
散
量
は
、
昨

年
の
猛
暑
の
影
響
で
例
年
よ
り
も

や
や
多
い
と
い
う
予
測
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
早
め
の
内
服
治
療
を
開

始
し
て
、
つ
ら
い
シ
ー
ズ
ン
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
に
つ
い
て

西条市医師会会員
小林耳鼻咽頭科クリニック
　院長　小 林 丈 二

早
め
の
対
策
で
、花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
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16日㈬　９：30～11：00　丹原公民館

10日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

11日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

17日㈭　10：00～11：30　玉津公民館

７日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

８日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換を行うことができます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　　　　（祝日・１月３日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター
■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　１月７日㈪
○東予保健センター　１月15日㈫
○丹原保健センター　１月21日㈪
○小松保健センター　１月28日㈪
■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日　10時～11時（祝日除く）
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日　９時～15時（祝日除く）
◆精神保健相談（要予約）
　１月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　１月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
■１月の献血日程
◆パルティフジ東予店　１月16日㈬
　10時～11時30分・12時30分～16時
　（東予ライオンズクラブ協力による開催）
◆総合福祉センター
　１月18日㈮　９時30分～12時
◆東予地区トラック運送事業協同組合
　１月18日㈮　13時30分～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

17日㈭
22日㈫

29日㈫

16日㈬
10日㈭

８日㈫
24日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成24年９月１日～
９月30日の出生児

平成24年９月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成23年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、
　　　　　　　　　理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、
　　　　　　　　　体の内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　１月・２月の日程等 　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時
２月22日㈮

２月18日㈪

バランス編

１月25日㈮

１月21日㈪

カロリー編 受講時間

　野菜の効果や効能を理解し、１日の摂取目安量
である350gの量を実際に目で見て体験するなど、
野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、
　　　食と健康に興味のある方

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が大変強い感染症です。
　自分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広げないためにも、予防接種
は有効な手段です。
　麻しん・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種となり、平成
20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・第２期（年
長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、ぜひ受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成24年度　麻しん・風しん予防接種の対象者

平成18年４月２日～平成19年４月１日

平成25年３月31日
までに接種してく
ださい。

２歳になるまでに
接種してください。

「育児のしおり」の中にあ
ります。

平成24年４月上旬に対象者
へ郵送しています。

平成18年度に郵送、３カ月健
診時、「育児のしおり」の配
布などの方法で渡しています。

１歳以上２歳未満

平成11年４月２日～平成12年４月１日

平成６年４月２日～平成７年４月１日

麻しん（はしか）・風しん予防接種を受けましょう

演題　「統合失調症の人の回復力を高める家族のコミュニケーション」
講師　高森信子氏（こころの相談員、ＳＳＴリーダー）
日時　１月31日㈭
　　　午前の部（講演会）10時～12時　　午後の部（座談会）13時～15時
　　　※昼食は各自でご用意ください。
場所　総合福祉センター　３階Ｂ棟研修室２
問合せ　ＮＰＯ法人石鎚（さくらんぼハウス　星加）
　　　　℡0897－53－1803
　　　　※参加希望の方は、事前にお申し込みください。

総合福祉センター（もてこい元気館）
１月19日㈯に臨時休館します
　総合福祉センター（もてこい元気館）
は、下水道使用量を測定する量水器の交
換作業で断水となるため、１月19日㈯を
臨時休館します。
問合せ　中央保健センター

▼野菜を食べよう教室　１月の日程等　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

小松保健センター 15人１月17日㈭ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※２月は中央保健センターで実施の予定

　　30歳以上の方が対象で、事前予約が必要です。ご希望の保健センターまでご連絡ください。　

　※「乳がん検診」と「子宮頸（けい）がん検診」については、追加日程を設けています。
　　詳細は各保健センターにお問い合わせいただくか、広報さいじょう平成24年12月号をご覧ください。

１月17日㈭

１月24日㈭

１月31日㈭

２月７日㈭

８時30分
～18時30分

８時30分
　～17時

８時30分
～18時30分

中央保健
センター

申込先・
回収場所

８時30分
　～17時

小松保健
センター

東予保健
センター

丹原保健
センター

回収時間

２月14日㈭

２月21日㈭

２月28日㈭

○○
○○

○○
○○

○○
○○

○○

■大腸がん検診とは
　便の表面を専用の棒の先端で
軽くこするだけの、手軽な検査
です。便の中に血が混じってい
るかどうかを調べます。

検
診
を
受
け
て

　
　

み
な
い
と
ね
。
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16日㈬　９：30～11：00　丹原公民館

10日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

11日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

17日㈭　10：00～11：30　玉津公民館

７日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

８日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換を行うことができます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　　　　（祝日・１月３日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター
■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　１月７日㈪
○東予保健センター　１月15日㈫
○丹原保健センター　１月21日㈪
○小松保健センター　１月28日㈪
■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日　10時～11時（祝日除く）
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日　９時～15時（祝日除く）
◆精神保健相談（要予約）
　１月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　１月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
■１月の献血日程
◆パルティフジ東予店　１月16日㈬
　10時～11時30分・12時30分～16時
　（東予ライオンズクラブ協力による開催）
◆総合福祉センター
　１月18日㈮　９時30分～12時
◆東予地区トラック運送事業協同組合
　１月18日㈮　13時30分～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

17日㈭
22日㈫

29日㈫

16日㈬
10日㈭

８日㈫
24日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成24年９月１日～
９月30日の出生児

平成24年９月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成23年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、
　　　　　　　　　理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、
　　　　　　　　　体の内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　１月・２月の日程等 　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時
２月22日㈮

２月18日㈪

バランス編

１月25日㈮

１月21日㈪

カロリー編 受講時間

　野菜の効果や効能を理解し、１日の摂取目安量
である350gの量を実際に目で見て体験するなど、
野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、
　　　食と健康に興味のある方

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が大変強い感染症です。
　自分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広げないためにも、予防接種
は有効な手段です。
　麻しん・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種となり、平成
20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・第２期（年
長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、ぜひ受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成24年度　麻しん・風しん予防接種の対象者

平成18年４月２日～平成19年４月１日

平成25年３月31日
までに接種してく
ださい。

２歳になるまでに
接種してください。

「育児のしおり」の中にあ
ります。

平成24年４月上旬に対象者
へ郵送しています。

平成18年度に郵送、３カ月健
診時、「育児のしおり」の配
布などの方法で渡しています。

１歳以上２歳未満

平成11年４月２日～平成12年４月１日

平成６年４月２日～平成７年４月１日

麻しん（はしか）・風しん予防接種を受けましょう

演題　「統合失調症の人の回復力を高める家族のコミュニケーション」
講師　高森信子氏（こころの相談員、ＳＳＴリーダー）
日時　１月31日㈭
　　　午前の部（講演会）10時～12時　　午後の部（座談会）13時～15時
　　　※昼食は各自でご用意ください。
場所　総合福祉センター　３階Ｂ棟研修室２
問合せ　ＮＰＯ法人石鎚（さくらんぼハウス　星加）
　　　　℡0897－53－1803
　　　　※参加希望の方は、事前にお申し込みください。

総合福祉センター（もてこい元気館）
１月19日㈯に臨時休館します
　総合福祉センター（もてこい元気館）
は、下水道使用量を測定する量水器の交
換作業で断水となるため、１月19日㈯を
臨時休館します。
問合せ　中央保健センター

▼野菜を食べよう教室　１月の日程等　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

小松保健センター 15人１月17日㈭ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※２月は中央保健センターで実施の予定

　　30歳以上の方が対象で、事前予約が必要です。ご希望の保健センターまでご連絡ください。　

　※「乳がん検診」と「子宮頸（けい）がん検診」については、追加日程を設けています。
　　詳細は各保健センターにお問い合わせいただくか、広報さいじょう平成24年12月号をご覧ください。

１月17日㈭

１月24日㈭

１月31日㈭

２月７日㈭

８時30分
～18時30分

８時30分
　～17時

８時30分
～18時30分

中央保健
センター

申込先・
回収場所

８時30分
　～17時

小松保健
センター

東予保健
センター

丹原保健
センター

回収時間

２月14日㈭

２月21日㈭

２月28日㈭

○○
○○

○○
○○

○○
○○

○○

■大腸がん検診とは
　便の表面を専用の棒の先端で
軽くこするだけの、手軽な検査
です。便の中に血が混じってい
るかどうかを調べます。

検
診
を
受
け
て

　
　

み
な
い
と
ね
。
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　これらの免許をお持ちの方は、法律に基づき、平成24年12月
31日現在の氏名、住所などを保健所へ届け出ることとされてい
ます。
　なお、医師届出票につきましては、ご本人の同意により、県
の医師確保対策の検討等に活用することができるようになりま
したので、ご協力（届出票右下の同意欄に○印）いただきます
ようお願いします。
　詳細については、西条保健所までお問い合わせください。

■問合せ　西条保健所　企画課企画情報グループ
　　　　　℡0897－56－1300（内線313）

休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

６
㈰
13
㈰
14
㈪

27
㈰

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科
20
㈰

年始の当番病医院

１
㈫

1
㈫

９時から18時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科

２
㈬

2
㈬
３
㈭

３
㈭

平日夜間の当番病医院　内科は19時から22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

４
㈮
５
㈯
７
㈪
８
㈫
９
㈬
10
㈭

16
㈬

15
㈫

12
㈯

11
㈮

17
㈭
18
㈮

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科

23
㈬

22
㈫

21
㈪

19
㈯

24
㈭
25
㈮

31
㈭

日 外　　　科

30
㈬

29
㈫

28
㈪

26
㈯

日 外　　　科
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国
道
11
号
の
小
松
町
大
頭
交
差

点
の
す
ぐ
近
く
に
、
一
軒
の
洋
風

の
建
物
が
あ
り
ま
す
。
長
い
時
間

を
こ
の
地
で
過
ご
し
て
き
た
風
格

を
た
た
え
て
い
ま
す
が
、
今
で
は

訪
れ
る
人
も
な
く
、
玄
関
ア
ー
チ

に
遺
さ
れ
た
「
石
根
郵
便
局
」
の

レ
リ
ー
フ
文
字
に
よ
っ
て
、
こ
の

建
物
が
か
つ
て
郵
便
局
舎
で
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

明
治
30
年
に
設
置
さ
れ
た
大
頭

郵
便
取
扱
所
は
大
頭
郵
便
局
へ
と

昇
格
後
、
大
正
元
年
に
石
根
郵
便

局
と
改
称
さ
れ
、
こ
の
モ
ダ
ン
な

建
物
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

丹
原
地
区
へ
の
分
岐
点
に
位
置

す
る
こ
の
辺
り
は
、
映
画
館
や
パ

チ
ン
コ
店
、
さ
ら
に
は
呉
服
店
や

酒
屋
・
飲
食
店
な
ど
が
立
ち
並
び
、

往
時
に
は
た
い
そ
う
な
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

近
代
日
本
の
黎
明
期
に
、
郵
便

局
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
た
後

は
、
書
道
教
育
の
場
と
し
て
用
い

ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
そ
の

高
い
天
井
に
響
い
て
い
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
現
在
の
石
根
郵
便
局
は
、

こ
の
建
物
か
ら
西
１
５
０
㍍
ほ
ど

の
所
に
あ
り
ま
す
。

N

石根小

大頭交差点

〒
石根郵便局

文

11

小松町大頭 旧石根郵便局

妙
谷
川

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.89　コハクチョウ（冬鳥）
　全長120㎝、繁殖地はユーラシア大陸北部で、冬期越冬のため
主に北日本に渡来します。西日本では島根県の宍道湖が集団越
冬地で、四国ではまれに数羽が飛来する程度です。西条では、
2006年正月、加茂川河口に18羽が飛来し、３月まで丹原町のた
め池で越冬して多くの野鳥ファンを楽しませてくれました。

第
83
回　

  

旧 

石 

根 

郵 

便 

局

平成24年11月末日現在
住民基本台帳登録数 (    )内は前月比

人　口　114,730 人 （－36人）

　男　　  55,116 人 （－12人）

　女　　  59,614 人 （－24人）

世　帯　  49,478世帯(＋2世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　あけましておめでとうございます。
　皆様には、新たな年の初めを健やかに
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　さて、昔から元日といえば映画「男は
つらいよ」と決めています。しめ飾りと
よく似た松竹映画のマークに、映画は
オープニングから正月気分満点。そして、
「ど～せオイラは♪」とあの歌声と共に、
今や失われつつある古き良き日本の原風
景を巡る90分間の旅に出るのです。
　「天に軌道があるごとく、人それぞれ
の運命を持って生まれ合わせておりま
す」と、初詣客を相手に啖呵を切りなが
ら易断の本を商う寅さんの姿が、今日も
どこかの町にきっとあるはずです。( ま )

右
か
ら
左
へ
読
む
丁
寧
な
仕
事
が
施
さ
れ
た

　
　

レ
リ
ー
フ
文
字
に
時
の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す

※この建物は個人の所有物であり
勝手に立ち入ることはできません
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℡089－927－4777
℡0897－52－125410：30

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】毎週月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

愛媛県文化振興財団１
平成25年　西条市成人式日

13：00 1000円
大ホール 市教育委員会社会教育課
小ホール

西条市小中学校・高等学校吹奏楽実技講習会　第16回発表会

鑑賞料　１作品各500円　※完全入替制

西条市総務課

Danza * rosa ℡090－3784－4811

古川保育園 ℡0897－55－7143

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】毎週月曜日（14日開館）、１日㈫～３日㈭、15日㈫、16日㈬

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

１ 10：30新年市民祝賀会

日６ 12：00ダンスパーティー

芸術文化地産知賞シリーズ
伊藤裕子・ソプラノ・ニューイヤーコンサート
　　　　～イタリア・オペラの響きとともに～

月14 小ホール19：00
10：10

19：15Danza * rosa おさらい会 Dance ★ Climax
月14

小ホール8：30 9：00

13：30

ワンコイン・シネマ in 西条

500円

無　料

１/14  総合文化会館大ホール月

19

26

土

土

古川保育園発表会

神拝保育園発表会 8：30 9：00

小ホール 1000円

第17回　葵歌謡愛好会　新春歌の祭典！　 9：30
無　料

葵歌謡愛好会（越智） ℡0897－55－2846

無　料
℡0897－53－5500

大ホール

大ホール

13 日 平成25年　西条市成人式 13：00 13：30 大ホール 無　料 市教育委員会社会教育課 ℡0897－52－1254

大人：2000円
ペア：3000円
高校生まで：800円

中央公民館 ℡0898－65－403020 日 無　料

神拝保育園 ℡0897－55－3052
27 日 9：50

9：00

大ホール 無　料
西条市文化協会　芸術文化賞贈呈式 13：30 市教育委員会社会教育課 ℡0897－52－162830 水 14：00 小ホール 無　料

31 木 チェロ avec ピアノ　ニューイヤーコンサート
　※幼児はご遠慮ください。 18：30 19：00 大ホール 一般：3000円

高校生以下：1000円 ℡0897－46－3126

13 10：00
13：00 13：30 大ホール 無　料14

27
月
日 第８回西条市ＰＴＡ大会 8：30 9：00 大ホール

℡0898－68－3555丹原文化会館

金４ 11：00 大ホール
小ホール ℡0897－52－1256

土５

第８回　西条市公民館フェスティバル
　舞台発表、体験・健康コーナー：15時まで　展示：16時まで　

14：00

大ホール

大・小ホール
展 示 室

各500円

総合文化会館 ℡0897－53－5500

竹ダンス（若原） ℡0897－56－6348

総合文化会館

パコダ幼稚園

土５ ファミリーコンサート「おんがく deあそぼ３」 13：30
無　料

無　料 ℡0897－52－1254市ＰＴＡ連合会事務局

①伊豆の踊子（10：10～11：32）
②野菊の墓（12：20～13：51）
③時をかける少女（14：10～15：54）
④ぼくらの七日間戦争
                （16：15～17：49）

①

②

③

④

会　場　総合文化会館大ホール
入場料　中学生以上 1500円
　　　　０歳から小学生まで 500円

２/３ 11時開演　０歳からの公演「オペラデビューは０歳から!?」
14時開演　３歳からの公演「オペラってなぁに？」
※11時は０歳から、14時は３歳から入場できます。

日

総合・丹原文化会館で
チケット発売中！

入場料　全席指定 3800円（当日：4300円）
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。

３/１ 18時30分開演　丹原文化会館大ホール金

３/２ 13時30分開演　総合文化会館大ホール土

チケット取扱所　総合・丹原文化会館

総合・丹原文化会館他
でチケット発売中！

１/14 13時30分開演　丹原文化会館大ホール月

9：30

平成24年度優秀映画鑑賞推進事業

N
o.98
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